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オ ー ル 沖 縄 で
医 師 の キ ャ リ ア を 考 え る マ ガ ジ ン

Muru Uchinaム
ル
ウ
チ
ナ
ー

沖縄で活躍する医師たちを通して

沖縄の医療と臨床研修の魅力を紹介するマガジン『ムルウチナー』。

『ムル』は全部、『ウチナー』は沖縄を意味します。

島の人々の健康を守るためには

地域住民との“ 信頼関係 ”と地域医療機関との“ 連携 ”が必要不可欠です。

医療の本質と島の未来を見つめ続ける沖縄県の医師たちの

『ムルウチナー』を感じていただけたら幸いです。



琉球大学医学部附属病院 病院長

大 屋  祐 輔 先生

医師としての自信と誇りと幸せが生まれる場所。
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「
ハ
ワ
イ-

沖
縄
医
学
教
育
フ
ェ

ロ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
は
、

3
つ
の
研
修
病
院
群
か
ら
毎
年
7
、

8
名
の
医
師
が
参
加
。
こ
れ
ま
で

40
名
以
上
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了

し
、
医
学
生
や
若
手
医
師
の
教

育
、
指
導
に
携
わ
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
沖
縄
県

で
学
生
教
育
や
医
師
教
育
を
継
続

的
に
行
う
こ
と
」
を
参
加
条
件
に

　

こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
開
設
な
ど
、

大
屋
先
生
の
発
案
や
取
り
組
み
が

円
滑
に
実
現
し
て
い
っ
た
の
は
、
沖

縄
県
や
医
師
会
、
3
つ
の
研
修
病

院
群
、
そ
し
て
ハ
ワ
イ
大
学
な
ど
の

協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
が
、
そ
こ
に

は
多
く
の
協
力
者
を
惹
き
つ
け
る

大
屋
先
生
の
人
柄
も
大
き
く
影
響

し
て
い
る
に
違
い
な
い
。

沖
縄
の
医
療
の
魅
力
は
、

進
化
し
続
け
る〝
教
育
〞に
あ
る

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

大
屋
先
生
の
座
右
の
銘
は
、「
財

を
遺
す
は
下
、
事
業
を
遺
す
は
中
、

人
を
遺
す
は
上
な
り
。
さ
れ
ど
、
財

な
く
ん
ば
事
業
保
ち
難
く
、
事
業

な
く
ん
ば
人
育
ち
難
し
」。
明
治
時

代
の
医
師
・
官
僚
・
政
治
家
で
あ

る
後
藤
新
平
の
言
葉
だ
。

 

「
大
学
病
院
は
人
を
育
て
、
遺
す

こ
と
も
大
き
な
使
命
で
す
。
し
か

し
、
安
定
し
た
病
院
経
営
と
運
営

が
根
底
に
な
け
れ
ば
、
人
を
育
て
る

こ
と
も
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
で
き

ま
せ
ん
」

九
州
大
学
か
ら
沖
縄
の
地
へ

沖
縄
全
体
の
医
師
教
育
に
も
尽
力

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

2
0
1
9
年
4
月
1
日
、
琉
球

大
学
医
学
部
附
属
病
院
（
以
降
、

琉
大
）
の
病
院
長
に
第
三
内
科
の

教
授
で
あ
る
大
屋
祐
輔
先
生
が
就

任
し
た
。

　

福
岡
県
に
生
ま
れ
育
ち
、
九
州

大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、
同
大
学

の
第
二
内
科
に
入
局
し
、
2
0
0
2

年
に
琉
大
の
第
三
内
科
に
助
教
授

と
し
て
着
任
。
2
0
0
9
年
に
は

教
授
に
就
任
し
た
。
大
屋
先
生
の

専
門
は
脳
卒
中
、
高
血
圧
、
心
筋

梗
塞
と
幅
広
く
、
予
防
医
学
も
含

め
た
心
血
管
疾
患
の
臨
床
、
研
究

に
名
を
馳
せ
る
。

　

九
州
か
ら
沖
縄
の
地
へ
来
た
理

由
を
聞
く
と
、「
高
校
、
大
学
時
代

の
先
輩
が
琉
大
の
第
三
内
科
の
教

授
に
な
っ
て
、
う
ち
に
来
な
い
か
と

誘
わ
れ
た
か
ら
な
ん
で
す
。
断
る
こ

と
も
で
き
ま
し
た
が
、
僕
は
打
算
や

損
得
勘
定
で
は
な
く
、
人
情
で
動

い
て
し
ま
う
ん
で
す
よ
ね
」
と
、
ト

レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
笑
顔
を
輝
か
せ

る
。
全
身
は
若
さ
で
あ
ふ
れ
、
そ
の

笑
顔
と
相
ま
っ
て
多
く
の
人
を
惹

き
つ
け
る
明
る
い
人
柄
も
魅
力
だ
。

　

こ
れ
ま
で
大
屋
先
生
は
、
医
局

や
大
学
病
院
に
止
ま
る
こ
と
な
く

沖
縄
県
全
体
の
医
師
教
育
や
人
材

育
成
に
も
尽
力
し
て
き
た
。

　

地
域
医
療
再
生
基
金
事
業
に
お

い
て
、
沖
縄
県
全
体
の
共
同
利
用

施
設
と
し
て
医
学
・
医
療
教
育
を

行
う
、「
お
き
な
わ
ク
リ
ニ
カ
ル
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
の
設
立

を
発
案
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
開
設
（
2
0
1
2
年

3
月
）
に
も
携
わ
っ
た
。
こ
の
セ
ン

タ
ー
は
ハ
ワ
イ
大
学
と
の
提
携
に
よ

り
実
現
し
た
欧
米
型
の
教
育
施
設

で
あ
り
、
沖
縄
県
下
全
て
の
医
療

系
学
生
や
医
療
者
を
対
象
と
し
た

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
を
提
供
し

て
い
る
。

 

「
沖
縄
県
は
日
本
一
の
臨
床
教
育

を
行
っ
て
お
り
、
医
師
た
ち
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
も
高
く
、
新
し
い
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
風
土
が
あ

る
。こ
れ
ら
を
活
か
す
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
を
考
え
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
開
設
を
提
案
し

ま
し
た
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
は
、
沖
縄
県
の
3
つ
の
研

修
群
で
あ
る【
沖
縄
県
立
病
院
群
】、

　

大
屋
先
生
は
後
藤
新
平
の
言
葉

を
強
く
胸
に
刻
み
な
が
ら
、
琉
大

と
い
う
大
き
な
船
の
舵
を
取
る
。

安
心
安
全
で
、
信
頼
さ
れ
る
質

の
高
い
医
療
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域

医
療
の
向
上
、
高
度
・
先
進
医
療

の
提
供
、
地
域
や
ア
ジ
ア
に
根
ざ

し
た
医
学
研
究
の
推
進
、
さ
ら
に

2
0
2
5
年
予
定
の
西
普
天
間
地

区
へ
の
移
転
準
備
と
い
う
重
要
な

役
割
を
果
た
す
た
め
に
力
を
注
い

で
い
く
。

 

「
目
標
達
成
に
は
ス
タ
ッ
フ
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
体
制
が
必
要

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
重
要
と
な
る

の
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
部

署
間
、
職
種
間
、
患
者
と
医
療
者

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
努
め
、
同
じ
船
に
乗
っ
て

い
る
者
同
士
の
気
持
ち
が
一
つ
に

な
る
、
強
固
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
づ
く

り
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
で
す
」

　

沖
縄
県
の
医
療
の
特
徴
を
聞
く

と
、
大
屋
先
生
は
直
ぐ
に〝
教
育
〞

だ
と
答
え
た
。
沖
縄
は
医
師
教
育

に
非
常
に
熱
心
で
あ
り
、
医
師
と
し

福岡県出身。九州大学医学部卒業。米シンシナ
ティ大学医学部生理学教室留学、九州大学医
学部（第二内科）助手、講師を経て、2002年よ
り琉球大学医学部附属病院第三内科助教授。
2009年より琉球大学大学院医学研究科循環
器・腎臓・神経内科学講座教授。2019年4月
より琉球大学医学部附属病院の病院長に就
任。琉球大学理事・副学長も兼任する。

琉球大学医学部附属病院 病院長

Y u s u k e  O h y a

大 屋  祐 輔 先生

【
群
星
沖
縄
研
修
群
】、
そ
し
て
琉

大
の
【
R
y
u
M
I
C
群
】
が
共

同
し
て
行
っ
た
最
初
の
取
り
組
み
だ

と
い
う
こ
と
で
す
」

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
そ
の
後
、
設

立
母
体
の
異
な
る
3
つ
の
研
修
病

院
群
が
連
携
し
、
沖
縄
県
が
あ
た

か
も
一
つ
の
病
院
で
あ
る
よ
う
に

研
修
医
を
育
て
る
画
期
的
な
教
育

体
制
、「
オ
ー
ル
沖
縄
〜
赤
瓦
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
〜
」
の
実
現
に
つ
な
が
る

大
き
な
一
歩
と
な
っ
た
。

教
育
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
な
る

優
れ
た
医
師
を
沖
縄
で
育
て
る

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

さ
ら
に
大
屋
先
生
は
、「
ハ
ワ
イ-

沖
縄
医
学
教
育
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
2
0
1
2
年
に
立
ち

上
げ
る
。
沖
縄
の
医
学
教
育
の

リ
ー
ダ
ー
と
な
る
医
師
（
指
導
医
）

の
育
成
を
目
的
と
し
、ハ
ワ
イ
大
学

医
学
部
と
共
同
で
開
発
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
医
学
教
育
に
必

要
な
知
識
・
ス
キ
ル
を
習
得
で
き

る
も
の
だ
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し

た
際
に
は
、
医
学
教
育
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
の
証
と
し
て
ピ
ン
バ
ッ
ジ
が

贈
ら
れ
る
。

医師としての
自信と誇りと幸せが
生まれる場所。
琉球大学医学部附属病院 第三内科（循環器・腎臓・神経内科学）の教授であり、

医局や大学病院に止まることなく、沖縄県全体の医師教育にも尽力してきた。

2019年4月1日、琉球大学医学部附属病院の病院長に就任。

大学病院という大きな船の舵取りを任された大屋祐輔病院長が語る、

沖縄県の医療と医師教育、そしてこの地でキャリアを築いていく魅力とは？

Top Interview

て
の
高
い
基
本
能
力
を
習
得
で
き

る
場
所
で
あ
る
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
の
開
設
や
医
学
教
育
の

リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
な

ど
、
大
屋
先
生
た
ち
の
新
た
な
取

り
組
み
に
よ
っ
て
、
沖
縄
の〝
教
育
〞

は
さ
ら
な
る
進
化
を
し
続
け
て
い

る
。
患
者
は
優
し
く
若
手
医
師
の

研
鑽
に
協
力
的
で
あ
り
、
沖
縄
は

医
師
人
生
を
ス
タ
ー
ト
す
る
、こ
れ

以
上
な
い
最
高
の
場
所
だ
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
沖
縄

県
の
医
療
の
最
大
の
魅
力
は
、
大

屋
先
生
の
次
の
言
葉
に
集
約
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
思
う
。

 

「
医
学
生
た
ち
に
は
よ
く
こ
う
言
っ

て
い
る
ん
で
す
。『
沖
縄
は
日
本
一

の
臨
床
教
育
を
提
供
し
て
お
り
、

医
者
と
し
て
成
長
す
る
最
高
の
場

所
。
み
な
さ
ん
は
と
て
も
幸
せ
な
ん

で
す
。
沖
縄
で
学
ん
だ
医
師
と
し
て

自
信
と
誇
り
を
も
っ
て
生
き
て
い
き

な
さ
い
』」

　

そ
う
語
っ
た
大
屋
先
生
の
表
情

に
は
、
ど
こ
に
も
負
け
な
い
沖
縄
の

医
療
の
自
信
と
誇
り
が
、
大
き
な

笑
顔
と
な
っ
て
輝
い
て
い
た
。

し
て
お
り
、
県
内
に
優
秀
な
指
導

医
を
確
保
で
き
る
と
い
う
効
果
も

あ
る
。

 

「
沖
縄
県
全
体
と
し
て
何
か
を
や

ろ
う
と
し
た
と
き
、こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
修
了
し
た
医
師
た
ち
が
集
ま

り
手
伝
っ
て
く
れ
る
ん
で
す
。
設
立

母
体
や
病
院
の
垣
根
を
越
え
て
共

同
で
何
か
が
で
き
る
と
い
う
の
は
、

沖
縄
県
な
ら
で
は
だ
と
思
い
ま
す
」

0 2ムルウチナー



大 屋  祐 輔 先生

Top Interview
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「
ハ
ワ
イ-

沖
縄
医
学
教
育
フ
ェ

ロ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
は
、

3
つ
の
研
修
病
院
群
か
ら
毎
年
7
、

8
名
の
医
師
が
参
加
。
こ
れ
ま
で

40
名
以
上
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了

し
、
医
学
生
や
若
手
医
師
の
教

育
、
指
導
に
携
わ
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
沖
縄
県

で
学
生
教
育
や
医
師
教
育
を
継
続

的
に
行
う
こ
と
」
を
参
加
条
件
に

　

こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
開
設
な
ど
、

大
屋
先
生
の
発
案
や
取
り
組
み
が

円
滑
に
実
現
し
て
い
っ
た
の
は
、
沖

縄
県
や
医
師
会
、
3
つ
の
研
修
病

院
群
、
そ
し
て
ハ
ワ
イ
大
学
な
ど
の

協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
が
、
そ
こ
に

は
多
く
の
協
力
者
を
惹
き
つ
け
る

大
屋
先
生
の
人
柄
も
大
き
く
影
響

し
て
い
る
に
違
い
な
い
。

沖
縄
の
医
療
の
魅
力
は
、

進
化
し
続
け
る〝
教
育
〞に
あ
る

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

大
屋
先
生
の
座
右
の
銘
は
、「
財

を
遺
す
は
下
、
事
業
を
遺
す
は
中
、

人
を
遺
す
は
上
な
り
。
さ
れ
ど
、
財

な
く
ん
ば
事
業
保
ち
難
く
、
事
業

な
く
ん
ば
人
育
ち
難
し
」。
明
治
時

代
の
医
師
・
官
僚
・
政
治
家
で
あ

る
後
藤
新
平
の
言
葉
だ
。

 

「
大
学
病
院
は
人
を
育
て
、
遺
す

こ
と
も
大
き
な
使
命
で
す
。
し
か

し
、
安
定
し
た
病
院
経
営
と
運
営

が
根
底
に
な
け
れ
ば
、
人
を
育
て
る

こ
と
も
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
で
き

ま
せ
ん
」

九
州
大
学
か
ら
沖
縄
の
地
へ

沖
縄
全
体
の
医
師
教
育
に
も
尽
力

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

2
0
1
9
年
4
月
1
日
、
琉
球

大
学
医
学
部
附
属
病
院
（
以
降
、

琉
大
）
の
病
院
長
に
第
三
内
科
の

教
授
で
あ
る
大
屋
祐
輔
先
生
が
就

任
し
た
。

　

福
岡
県
に
生
ま
れ
育
ち
、
九
州

大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、
同
大
学

の
第
二
内
科
に
入
局
し
、
2
0
0
2

年
に
琉
大
の
第
三
内
科
に
助
教
授

と
し
て
着
任
。
2
0
0
9
年
に
は

教
授
に
就
任
し
た
。
大
屋
先
生
の

専
門
は
脳
卒
中
、
高
血
圧
、
心
筋

梗
塞
と
幅
広
く
、
予
防
医
学
も
含

め
た
心
血
管
疾
患
の
臨
床
、
研
究

に
名
を
馳
せ
る
。

　

九
州
か
ら
沖
縄
の
地
へ
来
た
理

由
を
聞
く
と
、「
高
校
、
大
学
時
代

の
先
輩
が
琉
大
の
第
三
内
科
の
教

授
に
な
っ
て
、
う
ち
に
来
な
い
か
と

誘
わ
れ
た
か
ら
な
ん
で
す
。
断
る
こ

と
も
で
き
ま
し
た
が
、
僕
は
打
算
や

損
得
勘
定
で
は
な
く
、
人
情
で
動

い
て
し
ま
う
ん
で
す
よ
ね
」
と
、
ト

レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
笑
顔
を
輝
か
せ

る
。
全
身
は
若
さ
で
あ
ふ
れ
、
そ
の

笑
顔
と
相
ま
っ
て
多
く
の
人
を
惹

き
つ
け
る
明
る
い
人
柄
も
魅
力
だ
。

　

こ
れ
ま
で
大
屋
先
生
は
、
医
局

や
大
学
病
院
に
止
ま
る
こ
と
な
く

沖
縄
県
全
体
の
医
師
教
育
や
人
材

育
成
に
も
尽
力
し
て
き
た
。

　

地
域
医
療
再
生
基
金
事
業
に
お

い
て
、
沖
縄
県
全
体
の
共
同
利
用

施
設
と
し
て
医
学
・
医
療
教
育
を

行
う
、「
お
き
な
わ
ク
リ
ニ
カ
ル
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
の
設
立

を
発
案
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
開
設
（
2
0
1
2
年

3
月
）
に
も
携
わ
っ
た
。
こ
の
セ
ン

タ
ー
は
ハ
ワ
イ
大
学
と
の
提
携
に
よ

り
実
現
し
た
欧
米
型
の
教
育
施
設

で
あ
り
、
沖
縄
県
下
全
て
の
医
療

系
学
生
や
医
療
者
を
対
象
と
し
た

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
を
提
供
し

て
い
る
。

 

「
沖
縄
県
は
日
本
一
の
臨
床
教
育

を
行
っ
て
お
り
、
医
師
た
ち
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
も
高
く
、
新
し
い
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
風
土
が
あ

る
。こ
れ
ら
を
活
か
す
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
を
考
え
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
開
設
を
提
案
し

ま
し
た
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
は
、
沖
縄
県
の
3
つ
の
研

修
群
で
あ
る【
沖
縄
県
立
病
院
群
】、

　

大
屋
先
生
は
後
藤
新
平
の
言
葉

を
強
く
胸
に
刻
み
な
が
ら
、
琉
大

と
い
う
大
き
な
船
の
舵
を
取
る
。

安
心
安
全
で
、
信
頼
さ
れ
る
質

の
高
い
医
療
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域

医
療
の
向
上
、
高
度
・
先
進
医
療

の
提
供
、
地
域
や
ア
ジ
ア
に
根
ざ

し
た
医
学
研
究
の
推
進
、
さ
ら
に

2
0
2
5
年
予
定
の
西
普
天
間
地

区
へ
の
移
転
準
備
と
い
う
重
要
な

役
割
を
果
た
す
た
め
に
力
を
注
い

で
い
く
。

 

「
目
標
達
成
に
は
ス
タ
ッ
フ
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
体
制
が
必
要

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
重
要
と
な
る

の
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
部

署
間
、
職
種
間
、
患
者
と
医
療
者

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
努
め
、
同
じ
船
に
乗
っ
て

い
る
者
同
士
の
気
持
ち
が
一
つ
に

な
る
、
強
固
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
づ
く

り
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
で
す
」

　

沖
縄
県
の
医
療
の
特
徴
を
聞
く

と
、
大
屋
先
生
は
直
ぐ
に〝
教
育
〞

だ
と
答
え
た
。
沖
縄
は
医
師
教
育

に
非
常
に
熱
心
で
あ
り
、
医
師
と
し

【
群
星
沖
縄
研
修
群
】、
そ
し
て
琉

大
の
【
R
y
u
M
I
C
群
】
が
共

同
し
て
行
っ
た
最
初
の
取
り
組
み
だ

と
い
う
こ
と
で
す
」

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
そ
の
後
、
設

立
母
体
の
異
な
る
3
つ
の
研
修
病

院
群
が
連
携
し
、
沖
縄
県
が
あ
た

か
も
一
つ
の
病
院
で
あ
る
よ
う
に

研
修
医
を
育
て
る
画
期
的
な
教
育

体
制
、「
オ
ー
ル
沖
縄
〜
赤
瓦
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
〜
」
の
実
現
に
つ
な
が
る

大
き
な
一
歩
と
な
っ
た
。

教
育
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
な
る

優
れ
た
医
師
を
沖
縄
で
育
て
る

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

さ
ら
に
大
屋
先
生
は
、「
ハ
ワ
イ-

沖
縄
医
学
教
育
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
2
0
1
2
年
に
立
ち

上
げ
る
。
沖
縄
の
医
学
教
育
の

リ
ー
ダ
ー
と
な
る
医
師
（
指
導
医
）

の
育
成
を
目
的
と
し
、ハ
ワ
イ
大
学

医
学
部
と
共
同
で
開
発
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
医
学
教
育
に
必

要
な
知
識
・
ス
キ
ル
を
習
得
で
き

る
も
の
だ
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し

た
際
に
は
、
医
学
教
育
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
の
証
と
し
て
ピ
ン
バ
ッ
ジ
が

贈
ら
れ
る
。

て
の
高
い
基
本
能
力
を
習
得
で
き

る
場
所
で
あ
る
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
の
開
設
や
医
学
教
育
の

リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
な

ど
、
大
屋
先
生
た
ち
の
新
た
な
取

り
組
み
に
よ
っ
て
、
沖
縄
の〝
教
育
〞

は
さ
ら
な
る
進
化
を
し
続
け
て
い

る
。
患
者
は
優
し
く
若
手
医
師
の

研
鑽
に
協
力
的
で
あ
り
、
沖
縄
は

医
師
人
生
を
ス
タ
ー
ト
す
る
、こ
れ

以
上
な
い
最
高
の
場
所
だ
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
沖
縄

県
の
医
療
の
最
大
の
魅
力
は
、
大

屋
先
生
の
次
の
言
葉
に
集
約
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
思
う
。

 

「
医
学
生
た
ち
に
は
よ
く
こ
う
言
っ

て
い
る
ん
で
す
。『
沖
縄
は
日
本
一

の
臨
床
教
育
を
提
供
し
て
お
り
、

医
者
と
し
て
成
長
す
る
最
高
の
場

所
。
み
な
さ
ん
は
と
て
も
幸
せ
な
ん

で
す
。
沖
縄
で
学
ん
だ
医
師
と
し
て

自
信
と
誇
り
を
も
っ
て
生
き
て
い
き

な
さ
い
』」

　

そ
う
語
っ
た
大
屋
先
生
の
表
情

に
は
、
ど
こ
に
も
負
け
な
い
沖
縄
の

医
療
の
自
信
と
誇
り
が
、
大
き
な

笑
顔
と
な
っ
て
輝
い
て
い
た
。

し
て
お
り
、
県
内
に
優
秀
な
指
導

医
を
確
保
で
き
る
と
い
う
効
果
も

あ
る
。

 

「
沖
縄
県
全
体
と
し
て
何
か
を
や

ろ
う
と
し
た
と
き
、こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
修
了
し
た
医
師
た
ち
が
集
ま

り
手
伝
っ
て
く
れ
る
ん
で
す
。
設
立

母
体
や
病
院
の
垣
根
を
越
え
て
共

同
で
何
か
が
で
き
る
と
い
う
の
は
、

沖
縄
県
な
ら
で
は
だ
と
思
い
ま
す
」

0 3



大 屋  祐 輔 先生

Top Interview

Y u s u k e  O h y a

琉球大学医学部附属病院 病院長 医
師
と
し
て
の

自
信
と
誇
り
と
幸
せ
が

生
ま
れ
る
場
所
。

 

「
ハ
ワ
イ-

沖
縄
医
学
教
育
フ
ェ

ロ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
は
、

3
つ
の
研
修
病
院
群
か
ら
毎
年
7
、

8
名
の
医
師
が
参
加
。
こ
れ
ま
で

40
名
以
上
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了

し
、
医
学
生
や
若
手
医
師
の
教

育
、
指
導
に
携
わ
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
沖
縄
県

で
学
生
教
育
や
医
師
教
育
を
継
続

的
に
行
う
こ
と
」
を
参
加
条
件
に

　

こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
開
設
な
ど
、

大
屋
先
生
の
発
案
や
取
り
組
み
が

円
滑
に
実
現
し
て
い
っ
た
の
は
、
沖

縄
県
や
医
師
会
、
3
つ
の
研
修
病

院
群
、
そ
し
て
ハ
ワ
イ
大
学
な
ど
の

協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
が
、
そ
こ
に

は
多
く
の
協
力
者
を
惹
き
つ
け
る

大
屋
先
生
の
人
柄
も
大
き
く
影
響

し
て
い
る
に
違
い
な
い
。

沖
縄
の
医
療
の
魅
力
は
、

進
化
し
続
け
る〝
教
育
〞に
あ
る

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

大
屋
先
生
の
座
右
の
銘
は
、「
財

を
遺
す
は
下
、
事
業
を
遺
す
は
中
、

人
を
遺
す
は
上
な
り
。
さ
れ
ど
、
財

な
く
ん
ば
事
業
保
ち
難
く
、
事
業

な
く
ん
ば
人
育
ち
難
し
」。
明
治
時

代
の
医
師
・
官
僚
・
政
治
家
で
あ

る
後
藤
新
平
の
言
葉
だ
。

 

「
大
学
病
院
は
人
を
育
て
、
遺
す

こ
と
も
大
き
な
使
命
で
す
。
し
か

し
、
安
定
し
た
病
院
経
営
と
運
営

が
根
底
に
な
け
れ
ば
、
人
を
育
て
る

こ
と
も
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
で
き

ま
せ
ん
」

九
州
大
学
か
ら
沖
縄
の
地
へ

沖
縄
全
体
の
医
師
教
育
に
も
尽
力

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

2
0
1
9
年
4
月
1
日
、
琉
球

大
学
医
学
部
附
属
病
院
（
以
降
、

琉
大
）
の
病
院
長
に
第
三
内
科
の

教
授
で
あ
る
大
屋
祐
輔
先
生
が
就

任
し
た
。

　

福
岡
県
に
生
ま
れ
育
ち
、
九
州

大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、
同
大
学

の
第
二
内
科
に
入
局
し
、
2
0
0
2

年
に
琉
大
の
第
三
内
科
に
助
教
授

と
し
て
着
任
。
2
0
0
9
年
に
は

教
授
に
就
任
し
た
。
大
屋
先
生
の

専
門
は
脳
卒
中
、
高
血
圧
、
心
筋

梗
塞
と
幅
広
く
、
予
防
医
学
も
含

め
た
心
血
管
疾
患
の
臨
床
、
研
究

に
名
を
馳
せ
る
。

　

九
州
か
ら
沖
縄
の
地
へ
来
た
理

由
を
聞
く
と
、「
高
校
、
大
学
時
代

の
先
輩
が
琉
大
の
第
三
内
科
の
教

授
に
な
っ
て
、
う
ち
に
来
な
い
か
と

誘
わ
れ
た
か
ら
な
ん
で
す
。
断
る
こ

と
も
で
き
ま
し
た
が
、
僕
は
打
算
や

損
得
勘
定
で
は
な
く
、
人
情
で
動

い
て
し
ま
う
ん
で
す
よ
ね
」
と
、
ト

レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
笑
顔
を
輝
か
せ

る
。
全
身
は
若
さ
で
あ
ふ
れ
、
そ
の

笑
顔
と
相
ま
っ
て
多
く
の
人
を
惹

き
つ
け
る
明
る
い
人
柄
も
魅
力
だ
。

　

こ
れ
ま
で
大
屋
先
生
は
、
医
局

や
大
学
病
院
に
止
ま
る
こ
と
な
く

沖
縄
県
全
体
の
医
師
教
育
や
人
材

育
成
に
も
尽
力
し
て
き
た
。

　

地
域
医
療
再
生
基
金
事
業
に
お

い
て
、
沖
縄
県
全
体
の
共
同
利
用

施
設
と
し
て
医
学
・
医
療
教
育
を

行
う
、「
お
き
な
わ
ク
リ
ニ
カ
ル
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
の
設
立

を
発
案
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
開
設
（
2
0
1
2
年

3
月
）
に
も
携
わ
っ
た
。
こ
の
セ
ン

タ
ー
は
ハ
ワ
イ
大
学
と
の
提
携
に
よ

り
実
現
し
た
欧
米
型
の
教
育
施
設

で
あ
り
、
沖
縄
県
下
全
て
の
医
療

系
学
生
や
医
療
者
を
対
象
と
し
た

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
を
提
供
し

て
い
る
。

 

「
沖
縄
県
は
日
本
一
の
臨
床
教
育

を
行
っ
て
お
り
、
医
師
た
ち
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
も
高
く
、
新
し
い
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
風
土
が
あ

る
。こ
れ
ら
を
活
か
す
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
を
考
え
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
開
設
を
提
案
し

ま
し
た
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
は
、
沖
縄
県
の
3
つ
の
研

修
群
で
あ
る【
沖
縄
県
立
病
院
群
】、

　

大
屋
先
生
は
後
藤
新
平
の
言
葉

を
強
く
胸
に
刻
み
な
が
ら
、
琉
大

と
い
う
大
き
な
船
の
舵
を
取
る
。

安
心
安
全
で
、
信
頼
さ
れ
る
質

の
高
い
医
療
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域

医
療
の
向
上
、
高
度
・
先
進
医
療

の
提
供
、
地
域
や
ア
ジ
ア
に
根
ざ

し
た
医
学
研
究
の
推
進
、
さ
ら
に

2
0
2
5
年
予
定
の
西
普
天
間
地

区
へ
の
移
転
準
備
と
い
う
重
要
な

役
割
を
果
た
す
た
め
に
力
を
注
い

で
い
く
。

 

「
目
標
達
成
に
は
ス
タ
ッ
フ
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
体
制
が
必
要

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
重
要
と
な
る

の
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
部

署
間
、
職
種
間
、
患
者
と
医
療
者

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
努
め
、
同
じ
船
に
乗
っ
て

い
る
者
同
士
の
気
持
ち
が
一
つ
に

な
る
、
強
固
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
づ
く

り
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
で
す
」

　

沖
縄
県
の
医
療
の
特
徴
を
聞
く

と
、
大
屋
先
生
は
直
ぐ
に〝
教
育
〞

だ
と
答
え
た
。
沖
縄
は
医
師
教
育

に
非
常
に
熱
心
で
あ
り
、
医
師
と
し

【
群
星
沖
縄
研
修
群
】、
そ
し
て
琉

大
の
【
R
y
u
M
I
C
群
】
が
共

同
し
て
行
っ
た
最
初
の
取
り
組
み
だ

と
い
う
こ
と
で
す
」

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
そ
の
後
、
設

立
母
体
の
異
な
る
3
つ
の
研
修
病

院
群
が
連
携
し
、
沖
縄
県
が
あ
た

か
も
一
つ
の
病
院
で
あ
る
よ
う
に

研
修
医
を
育
て
る
画
期
的
な
教
育

体
制
、「
オ
ー
ル
沖
縄
〜
赤
瓦
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
〜
」
の
実
現
に
つ
な
が
る

大
き
な
一
歩
と
な
っ
た
。

教
育
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
な
る

優
れ
た
医
師
を
沖
縄
で
育
て
る

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

さ
ら
に
大
屋
先
生
は
、「
ハ
ワ
イ-

沖
縄
医
学
教
育
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
2
0
1
2
年
に
立
ち

上
げ
る
。
沖
縄
の
医
学
教
育
の

リ
ー
ダ
ー
と
な
る
医
師
（
指
導
医
）

の
育
成
を
目
的
と
し
、ハ
ワ
イ
大
学

医
学
部
と
共
同
で
開
発
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
医
学
教
育
に
必

要
な
知
識
・
ス
キ
ル
を
習
得
で
き

る
も
の
だ
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し

た
際
に
は
、
医
学
教
育
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
の
証
と
し
て
ピ
ン
バ
ッ
ジ
が

贈
ら
れ
る
。

Q. 大屋先生にとっ
て沖縄とは

？

A. 優れた臨床教育が
あり、

医師として成長する最高の
場所。

て
の
高
い
基
本
能
力
を
習
得
で
き

る
場
所
で
あ
る
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
の
開
設
や
医
学
教
育
の

リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
な

ど
、
大
屋
先
生
た
ち
の
新
た
な
取

り
組
み
に
よ
っ
て
、
沖
縄
の〝
教
育
〞

は
さ
ら
な
る
進
化
を
し
続
け
て
い

る
。
患
者
は
優
し
く
若
手
医
師
の

研
鑽
に
協
力
的
で
あ
り
、
沖
縄
は

医
師
人
生
を
ス
タ
ー
ト
す
る
、こ
れ

以
上
な
い
最
高
の
場
所
だ
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
沖
縄

県
の
医
療
の
最
大
の
魅
力
は
、
大

屋
先
生
の
次
の
言
葉
に
集
約
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
思
う
。

 

「
医
学
生
た
ち
に
は
よ
く
こ
う
言
っ

て
い
る
ん
で
す
。『
沖
縄
は
日
本
一

の
臨
床
教
育
を
提
供
し
て
お
り
、

医
者
と
し
て
成
長
す
る
最
高
の
場

所
。
み
な
さ
ん
は
と
て
も
幸
せ
な
ん

で
す
。
沖
縄
で
学
ん
だ
医
師
と
し
て

自
信
と
誇
り
を
も
っ
て
生
き
て
い
き

な
さ
い
』」

　

そ
う
語
っ
た
大
屋
先
生
の
表
情

に
は
、
ど
こ
に
も
負
け
な
い
沖
縄
の

医
療
の
自
信
と
誇
り
が
、
大
き
な

笑
顔
と
な
っ
て
輝
い
て
い
た
。

し
て
お
り
、
県
内
に
優
秀
な
指
導

医
を
確
保
で
き
る
と
い
う
効
果
も

あ
る
。

 

「
沖
縄
県
全
体
と
し
て
何
か
を
や

ろ
う
と
し
た
と
き
、こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
修
了
し
た
医
師
た
ち
が
集
ま

り
手
伝
っ
て
く
れ
る
ん
で
す
。
設
立

母
体
や
病
院
の
垣
根
を
越
え
て
共

同
で
何
か
が
で
き
る
と
い
う
の
は
、

沖
縄
県
な
ら
で
は
だ
と
思
い
ま
す
」

0 4ムルウチナー
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K u me j i ma  H o s p i t a l

〒901-3121
沖縄県島尻郡久米島町字嘉手苅 572-3
TEL：098-985-5555（代表）

公益社団法人地域医療振興協会

公 立 久 米 島 病 院

https://kumejima.jadecom.or.jp/

医 師 会 長

診 療 科 目

病 床 数

設立年月日會澤 佳昭　　　　　　　　2012年

標榜診療科：内科、外科、小児科、整形外科、眼科、泌尿器科、
皮膚科、耳鼻咽喉科、産婦人科、精神科
特設外来：循環器内科、糖尿病内科、腎臓内科

一般病床：40床（個室8部屋/4人部屋8部屋）
人工透析：10床

　

久
米
島
は
、
那
覇
空
港
か
ら
飛
行

機
で
約
30
分
、
沖
縄
本
島
か
ら
南
西

に
約
1
0
0
km
離
れ
た
場
所
に
位
置

す
る
、「
日
本
の
渚
百
選
」
に
選
ば
れ

た
イ
ー
フ
ビ
ー
チ
な
ど
の
豊
か
な
自

然
に
囲
ま
れ
た
美
し
い
島
で
す
。

　

公
立
久
米
島
病
院
は
久
米
島
の

唯
一
の
病
院
と
し
て
、
人
口
9
千

人
弱
の
島
民
と
観
光
客
の
健
康
を

支
え
て
い
ま
す
。
病
棟
は
全
科
混

合
病
棟
で
あ
り
外
来
は
細
分
化
さ

れ
て
お
ら
ず
、
救
急
は
一
次
か
ら
三

次
ま
で
対
応
。
当
院
で
対
応
で
き

な
い
高
度
医
療
は
本
土
の
医
療
機

関
に
コ
ン
サ
ル
ト
を
し
て
、
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
や
自
衛
隊
ヘ
リ
の
移
送
手

続
き
を
し
て
い
ま
す
。

　

疾
患
と
し
て
は
高
齢
者
の
肺
炎
、

感
染
症
、
心
不
全
、
脳
血
管
障
害

が
多
く
、
骨
折
後
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
、
が
ん
の
終
末
期
医
療
や
緩

和
医
療
、
訪
問
診
療
や
在
宅
で
の

看
取
り
ま
で
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

患
者
さ
ん
の
家
屋
調
査
に
出
向

き
、
退
院
後
の
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を

ご
家
族
や
多
職
種
と
話
し
合
い
、

自
宅
退
院
の
流
れ
を
つ
く
る
な
ど
、

当
院
で
の
研
修
に
よ
っ
て
実
に
多

彩
な
医
療
を
経
験
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
は
多
数
の

疾
患
を
併
せ
持
っ
た
方
が
多
く
、
病

気
に
関
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
生
活
背

景
も
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
こ
の
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
最
善
な

医
療
と
は
何
か
？
」
を
常
に
考
え

な
が
ら
の
研
修
は
、
将
来
、
家
庭
医

や
総
合
診
療
医
を
目
指
す
医
師
に

と
っ
て
最
適
で
す
し
、
臓
器
別
専
門

医
を
目
指
す
方
に
と
っ
て
も
大
き

な
力
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

仕
事
環
境
も
抜
群
に
良
く
、
島

民
は
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
知
り
合
い
も

多
い
た
め
、
患
者
さ
ん
と
近
い
距
離

で
接
す
る
こ
と
が
で
き
、
研
修
医
に

対
し
て
非
常
に
協
力
的
で
あ
る
こ

と
も
魅
力
で
す
。

　

生
活
環
境
も
申
し
分
な
く
、
豊

か
な
自
然
や
美
し
い
海
と
空
に
囲

ま
れ
、
食
事
も
美
味
し
く
、
さ
ら
に

コ
ン
ビ
ニ
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
も
揃
っ

て
い
る
た
め
、
何
不
自
由
な
く
穏
や

か
に
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
。

　

都
会
の
大
病
院
で
は
経
験
で
き

な
い
よ
う
な
多
彩
で
幅
広
い
疾
患

に
対
し
て
、
患
者
さ
ん
に
よ
り
近
い

目
線
で
接
し
な
が
ら
、
高
い
初
期
対

応
能
力
を
習
得
で
き
る
。
久
米
島

病
院
で
の
経
験
は
医
師
人
生
に
お

い
て
間
違
い
な
く
貴
重
な
も
の
と

な
る
は
ず
で
す
。

會 澤  佳 昭 先生

病院長

Y o s h i a k i  A i z a w a

Interview

患者様が安心できる医療を進めるとともに、病気や健康管理に気軽に相談できる

久米島住民の主治病院をめざします。

久米島の住民と職員が、安心と信頼で結ばれ、心のかよう身近な病院をめざします。

患者様が満足し、職員が笑顔と優しさで生き生きと働ける病院をめざします。

●

●

●

［理念・基本方針］ 

 

「
ハ
ワ
イ-

沖
縄
医
学
教
育
フ
ェ

ロ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
は
、

3
つ
の
研
修
病
院
群
か
ら
毎
年
7
、

8
名
の
医
師
が
参
加
。
こ
れ
ま
で

40
名
以
上
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了

し
、
医
学
生
や
若
手
医
師
の
教

育
、
指
導
に
携
わ
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
沖
縄
県

で
学
生
教
育
や
医
師
教
育
を
継
続

的
に
行
う
こ
と
」
を
参
加
条
件
に

　

こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
開
設
な
ど
、

大
屋
先
生
の
発
案
や
取
り
組
み
が

円
滑
に
実
現
し
て
い
っ
た
の
は
、
沖

縄
県
や
医
師
会
、
3
つ
の
研
修
病

院
群
、
そ
し
て
ハ
ワ
イ
大
学
な
ど
の

協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
が
、
そ
こ
に

は
多
く
の
協
力
者
を
惹
き
つ
け
る

大
屋
先
生
の
人
柄
も
大
き
く
影
響

し
て
い
る
に
違
い
な
い
。

沖
縄
の
医
療
の
魅
力
は
、

進
化
し
続
け
る〝
教
育
〞に
あ
る

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

大
屋
先
生
の
座
右
の
銘
は
、「
財

を
遺
す
は
下
、
事
業
を
遺
す
は
中
、

人
を
遺
す
は
上
な
り
。
さ
れ
ど
、
財

な
く
ん
ば
事
業
保
ち
難
く
、
事
業

な
く
ん
ば
人
育
ち
難
し
」。
明
治
時

代
の
医
師
・
官
僚
・
政
治
家
で
あ

る
後
藤
新
平
の
言
葉
だ
。

 

「
大
学
病
院
は
人
を
育
て
、
遺
す

こ
と
も
大
き
な
使
命
で
す
。
し
か

し
、
安
定
し
た
病
院
経
営
と
運
営

が
根
底
に
な
け
れ
ば
、
人
を
育
て
る

こ
と
も
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
で
き

ま
せ
ん
」

九
州
大
学
か
ら
沖
縄
の
地
へ

沖
縄
全
体
の
医
師
教
育
に
も
尽
力

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

2
0
1
9
年
4
月
1
日
、
琉
球

大
学
医
学
部
附
属
病
院
（
以
降
、

琉
大
）
の
病
院
長
に
第
三
内
科
の

教
授
で
あ
る
大
屋
祐
輔
先
生
が
就

任
し
た
。

　

福
岡
県
に
生
ま
れ
育
ち
、
九
州

大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、
同
大
学

の
第
二
内
科
に
入
局
し
、
2
0
0
2

年
に
琉
大
の
第
三
内
科
に
助
教
授

と
し
て
着
任
。
2
0
0
9
年
に
は

教
授
に
就
任
し
た
。
大
屋
先
生
の

専
門
は
脳
卒
中
、
高
血
圧
、
心
筋

梗
塞
と
幅
広
く
、
予
防
医
学
も
含

め
た
心
血
管
疾
患
の
臨
床
、
研
究

に
名
を
馳
せ
る
。

　

九
州
か
ら
沖
縄
の
地
へ
来
た
理

由
を
聞
く
と
、「
高
校
、
大
学
時
代

の
先
輩
が
琉
大
の
第
三
内
科
の
教

授
に
な
っ
て
、
う
ち
に
来
な
い
か
と

誘
わ
れ
た
か
ら
な
ん
で
す
。
断
る
こ

と
も
で
き
ま
し
た
が
、
僕
は
打
算
や

損
得
勘
定
で
は
な
く
、
人
情
で
動

い
て
し
ま
う
ん
で
す
よ
ね
」
と
、
ト

レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
笑
顔
を
輝
か
せ

る
。
全
身
は
若
さ
で
あ
ふ
れ
、
そ
の

笑
顔
と
相
ま
っ
て
多
く
の
人
を
惹

き
つ
け
る
明
る
い
人
柄
も
魅
力
だ
。

　

こ
れ
ま
で
大
屋
先
生
は
、
医
局

や
大
学
病
院
に
止
ま
る
こ
と
な
く

沖
縄
県
全
体
の
医
師
教
育
や
人
材

育
成
に
も
尽
力
し
て
き
た
。

　

地
域
医
療
再
生
基
金
事
業
に
お

い
て
、
沖
縄
県
全
体
の
共
同
利
用

施
設
と
し
て
医
学
・
医
療
教
育
を

行
う
、「
お
き
な
わ
ク
リ
ニ
カ
ル
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
の
設
立

を
発
案
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
開
設
（
2
0
1
2
年

3
月
）
に
も
携
わ
っ
た
。
こ
の
セ
ン

タ
ー
は
ハ
ワ
イ
大
学
と
の
提
携
に
よ

り
実
現
し
た
欧
米
型
の
教
育
施
設

で
あ
り
、
沖
縄
県
下
全
て
の
医
療

系
学
生
や
医
療
者
を
対
象
と
し
た

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
を
提
供
し

て
い
る
。

 

「
沖
縄
県
は
日
本
一
の
臨
床
教
育

を
行
っ
て
お
り
、
医
師
た
ち
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
も
高
く
、
新
し
い
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
風
土
が
あ

る
。こ
れ
ら
を
活
か
す
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
を
考
え
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
開
設
を
提
案
し

ま
し
た
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
は
、
沖
縄
県
の
3
つ
の
研

修
群
で
あ
る【
沖
縄
県
立
病
院
群
】、

　

大
屋
先
生
は
後
藤
新
平
の
言
葉

を
強
く
胸
に
刻
み
な
が
ら
、
琉
大

と
い
う
大
き
な
船
の
舵
を
取
る
。

安
心
安
全
で
、
信
頼
さ
れ
る
質

の
高
い
医
療
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域

医
療
の
向
上
、
高
度
・
先
進
医
療

の
提
供
、
地
域
や
ア
ジ
ア
に
根
ざ

し
た
医
学
研
究
の
推
進
、
さ
ら
に

2
0
2
5
年
予
定
の
西
普
天
間
地

区
へ
の
移
転
準
備
と
い
う
重
要
な

役
割
を
果
た
す
た
め
に
力
を
注
い

で
い
く
。

 

「
目
標
達
成
に
は
ス
タ
ッ
フ
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
体
制
が
必
要

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
重
要
と
な
る

の
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
部

署
間
、
職
種
間
、
患
者
と
医
療
者

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
努
め
、
同
じ
船
に
乗
っ
て

い
る
者
同
士
の
気
持
ち
が
一
つ
に

な
る
、
強
固
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
づ
く

り
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
で
す
」

　

沖
縄
県
の
医
療
の
特
徴
を
聞
く

と
、
大
屋
先
生
は
直
ぐ
に〝
教
育
〞

だ
と
答
え
た
。
沖
縄
は
医
師
教
育

に
非
常
に
熱
心
で
あ
り
、
医
師
と
し

【
群
星
沖
縄
研
修
群
】、
そ
し
て
琉

大
の
【
R
y
u
M
I
C
群
】
が
共

同
し
て
行
っ
た
最
初
の
取
り
組
み
だ

と
い
う
こ
と
で
す
」

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
そ
の
後
、
設

立
母
体
の
異
な
る
3
つ
の
研
修
病

院
群
が
連
携
し
、
沖
縄
県
が
あ
た

か
も
一
つ
の
病
院
で
あ
る
よ
う
に

研
修
医
を
育
て
る
画
期
的
な
教
育

体
制
、「
オ
ー
ル
沖
縄
〜
赤
瓦
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
〜
」
の
実
現
に
つ
な
が
る

大
き
な
一
歩
と
な
っ
た
。

教
育
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
な
る

優
れ
た
医
師
を
沖
縄
で
育
て
る

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

さ
ら
に
大
屋
先
生
は
、「
ハ
ワ
イ-

沖
縄
医
学
教
育
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
2
0
1
2
年
に
立
ち

上
げ
る
。
沖
縄
の
医
学
教
育
の

リ
ー
ダ
ー
と
な
る
医
師
（
指
導
医
）

の
育
成
を
目
的
と
し
、ハ
ワ
イ
大
学

医
学
部
と
共
同
で
開
発
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
医
学
教
育
に
必

要
な
知
識
・
ス
キ
ル
を
習
得
で
き

る
も
の
だ
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し

た
際
に
は
、
医
学
教
育
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
の
証
と
し
て
ピ
ン
バ
ッ
ジ
が

贈
ら
れ
る
。

て
の
高
い
基
本
能
力
を
習
得
で
き

る
場
所
で
あ
る
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
の
開
設
や
医
学
教
育
の

リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
な

ど
、
大
屋
先
生
た
ち
の
新
た
な
取

り
組
み
に
よ
っ
て
、
沖
縄
の〝
教
育
〞

は
さ
ら
な
る
進
化
を
し
続
け
て
い

る
。
患
者
は
優
し
く
若
手
医
師
の

研
鑽
に
協
力
的
で
あ
り
、
沖
縄
は

医
師
人
生
を
ス
タ
ー
ト
す
る
、こ
れ

以
上
な
い
最
高
の
場
所
だ
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
沖
縄

県
の
医
療
の
最
大
の
魅
力
は
、
大

屋
先
生
の
次
の
言
葉
に
集
約
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
思
う
。

 

「
医
学
生
た
ち
に
は
よ
く
こ
う
言
っ

て
い
る
ん
で
す
。『
沖
縄
は
日
本
一

の
臨
床
教
育
を
提
供
し
て
お
り
、

医
者
と
し
て
成
長
す
る
最
高
の
場

所
。
み
な
さ
ん
は
と
て
も
幸
せ
な
ん

で
す
。
沖
縄
で
学
ん
だ
医
師
と
し
て

自
信
と
誇
り
を
も
っ
て
生
き
て
い
き

な
さ
い
』」

　

そ
う
語
っ
た
大
屋
先
生
の
表
情

に
は
、
ど
こ
に
も
負
け
な
い
沖
縄
の

医
療
の
自
信
と
誇
り
が
、
大
き
な

笑
顔
と
な
っ
て
輝
い
て
い
た
。

し
て
お
り
、
県
内
に
優
秀
な
指
導

医
を
確
保
で
き
る
と
い
う
効
果
も

あ
る
。

 

「
沖
縄
県
全
体
と
し
て
何
か
を
や

ろ
う
と
し
た
と
き
、こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
修
了
し
た
医
師
た
ち
が
集
ま

り
手
伝
っ
て
く
れ
る
ん
で
す
。
設
立

母
体
や
病
院
の
垣
根
を
越
え
て
共

同
で
何
か
が
で
き
る
と
い
う
の
は
、

沖
縄
県
な
ら
で
は
だ
と
思
い
ま
す
」

久米島
那覇

公立久米島病院
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沖
縄
で
も
外
科
医
と
し
て
充
分
な

キ
ャ
リ
ア
を
積
む
こ
と
が
可
能

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

沖
縄
病
院
（
以
降
、
沖
縄
病
院
）
は
、

「
結
核
」「
神
経
難
病
」「
肺
が
ん
」

「
緩
和
医
療
」
の
四
つ
を
柱
に
掲
げ
、

地
域
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
る
。

院
長
で
あ
る
川
畑
勉
先
生
の
専
門
は

呼
吸
器
外
科
で
あ
り
、こ
れ
ま
で
沖

縄
の
肺
が
ん
治
療
に
大
き
く
貢
献
し

て
き
た
。
さ
ら
に
、
沖
縄
県
外
科
会

の
会
長
と
し
て
県
内
の
外
科
医
育
成

に
も
尽
力
し
て
い
る
。

 

「
外
科
医
は
い
つ
の
時
代
で
も
必
要

不
可
欠
な
医
師
。
外
科
医
を
育
て
る

こ
と
は
私
の
大
き
な
役
割
で
あ
り
使

命
で
す
」

　

2
0
1
9
年
、沖
縄
県
外
科
会
は

沖
縄
県
、
沖
縄
県
医
師
会
、
琉
球
大

学
な
ど
と
共
同
し
て
、「
沖
縄
県
外

科
医
不
足
対
策
委
員
会
」
を
立
ち
上

げ
た
。
若
手
外
科
医
の
意
見
も
積
極

的
に
取
り
入
れ
、
実
効
性
の
あ
る
外

科
医
不
足
対
策
を
検
討
し
て
い
る
。

 
「
初
期
研
修
後
に
県
外
へ
流
出
し
て

し
ま
う
こ
と
が
課
題
で
す
。
外
科
の

専
門
医
取
得
に
関
し
て
は
基
幹
病
院

が
し
っ
か
り
あ
り
、
各
外
科
分
野
に
指

導
医
も
揃
っ
て
い
る
の
で
問
題
あ
り

ま
せ
ん
。
医
学
生
や
研
修
医
の
み
な

さ
ん
が
心
配
す
る
よ
う
な
こ
と
は
全

く
な
い
ん
で
す
」
と
、
川
畑
先
生
は

声
を
大
に
し
て
語
っ
た
。

　

さ
ら
に
、沖
縄
県
外
科
会
で
は
日
本

臨
床
外
科
学
会
と
密
に
連
携
を
取
り
、

全
国
の
施
設
で
研
修
が
で
き
る
国
内

外
科
研
修
制
度
や
海
外
留
学
へ
の
サ

ポ
ー
ト
な
ど
、外
科
医
と
し
て
充
分
な

研
鑽
が
で
き
る
体
制
も
構
築
し
て
い
る
。

沖
縄
の
外
科
医
に
は

や
り
が
い
と
面
白
さ
が
あ
る

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

川
畑
先
生
が
病
院
長
を
務
め
る

沖
縄
病
院
は「
呼
吸
器
外
科
専
門
医

修
練
基
幹
施
設
」
で
あ
り
、
3
名
の

呼
吸
器
外
科
専
門
医
と
1
名
の
認

定
登
録
医
が
在
籍
し
て
い
る
。
肺
が

ん
の
5
年
生
存
率
は
全
国
の
が
ん
診

療
連
携
拠
点
病
院
の
平
均
値
を
上

回
っ
て
お
り
、
県
内
で
は
1
番
の
成

績
を
誇
る
。

 

「
当
院
で
は
臨
床
医
と
し
て
研
鑽
を

し
な
が
ら
、
琉
球
大
学
の
社
会
人
大

学
院
生
と
し
て
学
位
を
取
得
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
外
科
医
は
経
験
を

積
み
重
ね
て
い
く
と
、
研
究
に
よ
る

裏
付
け
を
求
め
た
く
な
る
時
期
が
必

ず
来
る
ん
で
す
よ
ね
」
と
、
川
畑
先

生
は
若
手
医
師
た
ち
に
学
位
取
得
を

勧
め
て
い
る
。
外
科
医
に
と
っ
て
重
要

な
こ
と
は〝
安
全
〞な
手
術
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
患
者
の
病
態
や
解
剖

を
正
確
に
理
解
す
る
た
め
の
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
な
知
識
も
必
要
と
な
る
。

 

「
人
間
の
体
の
構
造
を
知
る
こ
と
は

外
科
医
に
と
っ
て
重
要
で
す
。
血
管

の
走
行
異
常
が
頭
に
入
っ
て
い
れ
ば
、

そ
う
し
た
状
況
に
遭
遇
し
て
も
冷
静

に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
。『
や
っ

ぱ
り
そ
う
だ
っ
た
か
』
と
い
う
感
覚
が

と
て
も
大
事
な
ん
で
す
」

　

そ
う
し
た
自
分
の
診
断
や
予
測
を

手
術
に
よ
っ
て
実
際
に
自
ら
の
目
で
確

認
で
き
る
の
は
外
科
医
な
ら
で
は
の
魅

力
で
あ
り
、や
り
が
い
に
も
つ
な
が
る
だ

ろ
う
。も
ち
ろ
ん
、手
術
一
つ
で
患
者

が
見
違
え
る
よ
う
に
元
気
に
な
る
こ
と

は
、何
物
に
も
代
え
が
た
い
大
き
な
や

り
が
い
で
あ
る
こ
と
に
違
い
な
い
。

 

「
沖
縄
に
外
科
医
が
少
な
い
こ
と
は

若
手
医
師
に
と
っ
て
大
き
な
チ
ャ
ン

ス
。
な
ぜ
な
ら
、
多
く
の
症
例
を
手

厚
い
指
導
の
下
で
思
う
存
分
経
験
で

き
る
か
ら
で
す
。
私
自
身
も
同
期
が

い
な
か
っ
た
た
め
に
、
思
う
存
分
幅
広

い
外
科
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
、

呼
吸
器
外
科
の
面
白
さ
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
。
外
科
医
は
や
り
が
い
の
大

き
な
仕
事
。
若
い
医
師
の
み
な
さ
ん

と
一
緒
に
、
沖
縄
の
外
科
を
盛
り
上

げ
て
い
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
」

Special Talk
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情
熱
を
注
ぎ
、チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る

や
り
が
い
の
あ
る
分
野

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

國
吉
幸
男
教
授
の
専
門
は
心
臓

血
管
外
科
。
科
長
を
務
め
る
琉
球
大

学
医
学
部
附
属
病
院
（
以
降
、
琉

大
）
の
第
二
外
科
で
は
、
心
臓
、
血

管
、
呼
吸
器
の
外
科
専
門
分
野
に
関

す
る
研
究
、
診
療
を
行
っ
て
い
る
。
高

度
先
進
医
療
を
積
極
的
に
導
入
し

た
外
科
治
療
を
実
施
し
て
お
り
、
指

定
難
病
で
あ
る「
バ
ッ
ド
・
キ
ア
リ
症

候
群
」
に
対
す
る
外
科
治
療
で
は
全

国
か
ら
患
者
が
訪
れ
る
。

 

「
島
し
ょ
県
で
あ
る
沖
縄
県
は
、離
島

の
な
か
で
全
て
の
医
療
を
完
結
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
た
め
、ど
ん
な
専
門
医
療

で
も
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
う

し
た
情
熱
を
も
っ
て
い
る
外
科
医
が
沖

縄
に
は
必
要
な
ん
で
す
。し
か
も
沖
縄

で
は
人
口
が
増
え
て
い
る
た
め
、日
本

の
ど
こ
よ
り
も
多
く
の
外
科
医
を
育

て
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

と
、國
吉
先
生
は
熱
い
思
い
を
語
る
。

　

外
科
の
魅
力
と
は
何
だ
ろ
う
か
。

國
吉
先
生
は
自
身
の
専
門
で
あ
る
心

臓
血
管
外
科
を
例
に
こ
う
答
え
た
。

 

「
こ
の
分
野
は
ま
だ
未
開
発
な
部
分

が
あ
り
、た
と
え
ば
胸
部
大
動
脈
瘤

の
手
術
死
亡
率
は
現
在
で
も
5
％
く

ら
い
あ
る
。手
術
を
発
展
さ
せ
る
余
地

が
あ
り
、ま
だ
ま
だ
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き

る
分
野
な
ん
で
す
。
自
ら
の
手
で
患

者
さ
ん
を
絶
対
に
治
す
ん
だ
と
い
う

強
い
情
熱
を
注
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。そ

れ
が
大
き
な
魅
力
で
す
ね
」

若
き
医
師
や
女
性
医
師
が

手
術
の
第
一
線
で
活
躍

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

全
医
師
数
に
占
め
る
女
性
医
師

の
割
合
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、

琉
大
医
学
科
へ
の
女
子
入
学
者
が
4

割
を
超
え
る
。
外
科
医
を
増
や
す
に

は
、
女
性
の
外
科
医
を
ど
う
育
て
る

の
か
も
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

 

「
外
科
は
女
性
で
も
活
躍
で
き
る
分

野
。だ
か
ら
こ
そ
、女
性
の
幸
せ
も
し
っ

か
り
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
ん
で
す
」

　

琉
大
の
第
二
外
科
に
は
ベ
ッ
ド
や

シ
ャ
ワ
ー
室
、洗
濯
機
な
ど
を
完
備
し

た
女
性
医
師
専
用
の
部
屋
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。2
0
1
7
年
に
は
、九
州

全
体
で
2
〜
3
人
目
、
沖
縄
県
で
は

初
の
女
性
心
臓
血
管
外
科
医
が
誕
生

し
た
。現
在
、第
二
外
科
に
は
女
性
医

師
が
3
名
在
籍
し
、第
一
線
で
活
躍
し

て
い
る
。外
科
医
は
多
忙
で
厳
し
く
、

女
性
医
師
に
向
か
な
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、そ
の
イ
メ
ー

ジ
を
払
拭
す
る
に
十
分
な
証
で
あ
る
。

　

都
市
部
の
大
き
な
病
院
に
は
多
く

の
外
科
医
が
在
籍
し
て
い
る
が
、
沖

縄
は
ま
だ
ま
だ
外
科
医
が
少
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

と
國
吉
先
生
は
言
う
。

 

「
沖
縄
の
小
さ
い
病
院
で
若
く
し
て

責
任
を
も
ち
、多
く
の
経
験
を
積
ん

だ
環
境
が
ど
れ
だ
け
良
か
っ
た
の
か
と

20
年
後
に
必
ず
思
う
は
ず
。大
き
な

病
院
で
医
局
員
が
多
け
れ
ば
そ
の
他

大
勢
の
扱
い
。関
連
病
院
へ
派
遣
で
回

り
、大
学
に
戻
る
こ
と
な
く
退
職
す
る

医
師
も
い
る
。そ
う
し
た
医
師
人
生
は

寂
し
い
で
す
よ
ね
。外
科
医
と
し
て
の

腕
だ
け
で
は
な
く
、医
師
人
生
に
お
い

て
も
沖
縄
の
地
で
外
科
医
に
な
る
こ

と
は
大
き
な
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
」

　

第
二
外
科
の
モ
ッ
ト
ー
は〝
専
門
領

域
の
診
療
に
お
い
て
沖
縄
か
ら
本
土
へ

一
人
も
患
者
を
送
ら
な
い
〞だ
。全
国

的
に
も
早
期
に
、
植
込
み
型
補
助
人

工
心
臓
治
療
、ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
治

療
、
M
I
C
S（
低
侵
襲
心
臓
治
療
）、

T
A
V
I（
経
カ
テ
ー
テ
ル
大
動
脈
弁

留
置
術
）
な
ど
高
度
先
進
医
療
を
積

極
的
に
導
入
し
、若
き
医
師
た
ち
や
女

性
医
師
が
手
術
現
場
の
第
一
線
で
活

躍
し
て
い
る
。そ
の
一
員
と
な
り
、外

科
医
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
歩
ん
で
い
く

魅
力
は
、長
い
医
師
人
生
の
な
か
で
計

り
知
れ
な
い
ほ
ど
大
き
い
に
違
い
な
い
。

Special Talk
ムルウチナー

沖縄で研鑽を積むことは、

外科医としての腕だけではなく、

充実した医師人生にもつながる。

國 吉  幸 男 先生

Interview

Y u k i o  K u n i y o s h i

琉球大学大学院
胸部心臓血管外科 教授

琉球大学医学部附属病院　
第二外科
（心臓血管外科・呼吸器外科）

専門分野は心臓血管外科。1980年、秋田大学医
学部卒業。琉球大学保健学部附属病院医員、沖縄
赤十字病院外科、琉球大学医学部外科学第二講
座助教授などを経て、2005年から琉球大学医学部
附属病院第二外科（心臓血管外科、呼吸器外科）
の教授。

出 身  地：沖縄県那覇市

出身大学：秋田大学医学部（1980年卒）

〒903-0215
沖縄県中頭郡西原町字上原 207　
TEL：098-895-3331
http://www.hosp.u-ryukyu.ac.jp/srg2/

02
特集：沖縄で外科医を目指すこと
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特集：沖縄で外科医を目指すこと

Special Talk
ムルウチナー

03

肝
臓
移
植
手
術
を

沖
縄
で
実
施
す
る
た
め
に

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

琉
球
大
学
医
学
部
附
属
病
院（
以

降
、琉
大
）
第
一
外
科
の
教
授
と
し

て
、
2
0
1
9
年
7
月
1
日
に
着
任

し
た
高
槻
光
寿
先
生
。大
分
で
生
ま

れ
育
ち
、長
崎
大
学
を
卒
業
後
は
同

大
学
の
移
植
・
消
化
器
外
科
に
入

局
。
京
都
大
学
や
台
湾
へ
の
留
学
な

ど
で
肝
胆
膵
外
科
や
移
植
外
科
を
専

門
に
研
鑽
を
積
み
、後
進
の
育
成
に
も

力
を
入
れ
て
き
た
。

 

「
こ
れ
ま
で
の
臨
床
、研
究
、教
育
の

実
績
が
認
め
ら
れ
、
縁
あ
っ
て
琉
大

病
院
の
第
一
外
科
に
教
授
と
し
て
着

任
し
ま
し
た
。
沖
縄
は
ゆ
か
り
の
な
い

場
所
で
す
が
、
外
科
医
と
し
て
の
人

生
を
沖
縄
に
捧
げ
る
つ
も
り
で
す
」

と
、
高
槻
先
生
は
力
強
い
言
葉
で

語
っ
た
。

　

沖
縄
県
に
は
投
薬
治
療
に
限
界
の

あ
る
重
症
度
の
高
い
肝
硬
変
患
者
が

相
当
数
い
る
。し
か
し
、こ
れ
ま
で
沖

縄
県
で
は
肝
臓
移
植
の
普
及
が
遅
れ

て
い
た
た
め
、多
く
の
患
者
が
県
外
に

出
て
移
植
手
術
を
受
け
て
き
た
。現

在
ま
で
県
外
で
肝
臓
移
植
手
術
を
し

た
沖
縄
県
の
患
者
は
70
名
以
上
に
も

の
ぼ
る
。高
槻
先
生
が
第
一
外
科
の

教
授
に
着
任
し
た
こ
と
で
、琉
大
で
も
肝

臓
移
植
手
術
が
実
施
可
能
と
な
り
、

沖
縄
の
外
科
治
療
が
大
き
く
前
進

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

大
切
な
の
は〝
患
者
第
一
〞と

〝
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
マ
イ
ン
ド
〞

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

高
槻
先
生
は
琉
大
の
第
一
外
科

の
モ
ッ
ト
ー
を〝
患
者
第
一
〞と
し

た
。
一
見
、
当
た
り
前
の
言
葉
か
も

し
れ
な
い
が
、
臨
床
、
研
究
、
教
育

と
い
う
幅
広
い
役
割
を
高
い
レ
ベ
ル

で
求
め
ら
れ
る
大
学
病
院
で
は
、

患
者
本
位
の
医
療
を
見
失
い
が
ち

に
な
る
。
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た

り
前
に
で
き
る
こ
と
が
、
実
は
一
番

難
し
い
こ
と
で
も
あ
る
。

 

「
自
分
の
医
療
は
本
当
に
患
者
さ

ん
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
か
、
研
究

の
た
め
の
研
究
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

医
師
教
育
に
し
て
も
、
そ
れ
が
患

者
さ
ん
の
利
益
に
つ
な
が
ら
な
け
れ

ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
」

　

さ
ら
に
高
槻
先
生
は
、
外
科
医

こ
そ
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
マ
イ
ン
ド
を
持

つ
こ
と
が
重
要
だ
と
説
く
。

 

「
外
科
医
は
目
の
前
の
患
者
さ
ん

だ
け
で
は
な
く
、
将
来
の
患
者
さ
ん

を
助
け
る
こ
と
も
大
き
な
役
割
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
研
究
な
ど
に

よ
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
マ
イ
ン
ド
を
も

つ
こ
と
も
重
要
。
外
科
医
は
臓
器

を
直
接
手
で
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
課
題
が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す

く
、
そ
れ
ら
を
分
析
し
て
課
題
を

解
決
し
、
将
来
の
治
療
に
繋
げ
る

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
視
点
は
、
と
て
も

重
要
な
ん
で
す
」

　

外
科
医
は
自
ら
の
手
で
患
者
を

治
す
医
師
で
あ
り
、
高
い
倫
理
性

と
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
求
め

ら
れ
る
。
高
槻
先
生
が
専
門
と
す

る
移
植
外
科
は
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

手
術
に
よ
り
そ
の
ま
ま
で
は
亡
く

な
っ
て
し
ま
う
患
者
を
、
う
ま
く
い

け
ば
健
常
人
レ
ベ
ル
ま
で
引
き
上
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。
外
科
医
は
非
常

に
や
り
が
い
が
あ
り
、
さ
ら
に
将
来

に
わ
た
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
医
師
だ

と
高
槻
先
生
は
言
う
。

 

「
医
療
が
ど
れ
だ
け
進
歩
し
て
も
、

A
I
の
時
代
に
な
っ
て
も
、
外
科
医

の
需
要
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
し
、む
し

ろ
増
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。
手
術
に

よ
っ
て
患
者
さ
ん
が
治
る
喜
び
は
何

事
に
も
変
え
難
い
も
の
で
す
。ぜ
ひ
多

く
の
若
い
み
な
さ
ん
に
沖
縄
の
地
で

外
科
医
を
志
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

　

多
く
の
人
に
必
要
と
さ
れ
活
躍

で
き
る
、
充
実
し
た
外
科
医
人
生

の
ス
タ
ー
ト
地
点
が
こ
こ
に
あ
る
。

高 槻  光 寿 先生

Interview

M i t s u h i s a　T a k a t s u k i

琉球大学大学院
消化器・腫瘍外科 教授

琉球大学医学部附属病院　
第一外科
（消化器外科・腫瘍外科、内分泌外科、小児外科）

専門分野は消化器外科（肝胆膵）、移植外科。
1994年、長崎大学医学部卒業後、同大学の移植・
消化器外科に入局。京都大学、台湾高雄長庚紀念
病院肝臓外科・肝移植外科で研鑽を積み、国内の
みならず国外（カザフスタン）でも肝移植の普及に努
める。2019年7月1日、琉球大学医学部附属病院第
一外科の教授として着任。

目の前の患者だけではなく、

将来の患者の命を助けることも

外科医として大切な役割である。

出 身  地：大分県佐伯市

出身大学：長崎大学医学部（1994年卒）

〒903-0215　
沖縄県中頭郡西原町字上原 207
TEL：098-895-3331（病院代表）
http://www.ryukyu-surg1.org/
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Okinawa Crossword  Puzz le

沖  縄  クロスワードパズル

1.イユ / 2（縦）.ハイサイ / 2（横）.ハテノハマ / 3.ユイレール / 4.ハルサー / 5.マングローブ / 6.チャタン / 7.ネイチャー / 8.シマウタ / 9.トウガン カギの答え

1 2

7

3

8

5

6

4

A

A B C D E

C

D

E

B

9

沖縄の方言で「魚」は？
「どうも」、もしくは「こんにちは」、といった
軽い挨拶替わりに使われる言葉は？
漁師などの海に関わる人は「うみんちゅ」、
農業に関わる人は「○○○○」
カヤックに乗って探検ツアーが人気の
「汽水域」に生える植物の森の名称は？
北谷町の「北谷」の読み方は？

1
2

4

5

6

2
3
7

8

9

タテのカギ ヨコのカギ

久米島の東にある「砂浜だけの島」の名称は？
沖縄のモノレールの愛称は？
沖縄本島北部に広がるやんばるエリアで
バギーや巨大ガジュマルの探索で人気の
「やんばる○○○○○ツアー」
「でいごの花が咲き～」ではじまる
THE BOOMの曲のタイトルは？
沖縄が全国トップの収穫量の野菜「冬瓜」の読み方は？

なこれが解けたらあなたも ゅ答え
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療
に
従
事
す
る
義
務
が
あ
る
た

め
、
専
門
医
資
格
の
取
得
は
通
常

の
医
師
よ
り
遅
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

當
銘
先
生
は
神
経
内
科
の
専
門
医

資
格
は
義
務
年
限
終
了
後
に
取
得

し
よ
う
と
考
え
て
お
り
、
資
格
取

得
が
遅
れ
る
こ
と
に
デ
メ
リ
ッ
ト
は

全
く
感
じ
て
い
な
い
と
言
う
。
む
し

ろ
、
医
師
と
し
て
頑
強
な
土
台
を

築
く
こ
と
が
で
き
る
地
域
枠
と
し

て
の
多
彩
で
幅
広
い
経
験
は
、
長
い

医
師
人
生
に
お
い
て
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
だ
と
感
じ
て
い
る
。

 

「
一
人
で
も
や
っ
て
い
け
る
ス
キ
ル

を
宮
古
病
院
で
身
に
つ
け
た
い
で

す
。
医
師
は
大
き
な
責
任
を
伴
う

仕
事
で
あ
り
、
た
と
え
専
門
外
で

あ
っ
て
も
僕
が
診
た
こ
と
で
患
者
さ

ん
に
不
利
益
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
僕
が
診
る
こ
と
に
よ
っ
て
ど
ん

な
患
者
さ
ん
に
も
大
き
な
利
益
を

も
た
ら
す
よ
う
な
医
師
に
な
り
た
い

で
す
ね
」
と
、
當
銘
先
生
は
充
実
し

た
笑
顔
を
見
せ
た
。

Daigoro Toume

出 身 地：沖縄県那覇市
出身大学：琉球大学医学部地域枠1期生
　　　　  （2015年卒）
琉球大学医学部に地域枠1期生として入
学。卒業後は琉球大学医学部附属病院に
て初期臨床研修。同大学の第三内科（循
環器・腎臓・神経内科学）に入局し、地域枠
の義務の一環として沖縄県立宮古病院
へ。神経内科を専門に研鑽しながら、総合
内科医として幅広い領域を診ている。

地
域
枠
と
し
て
の
研
鑽
が

医
師
と
し
て
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に

●

　

當
銘
大
吾
郎
先
生
は
、琉
球
大
学

医
学
部
に
地
域
枠
一
期
生
と
し
て
入

学
。地
域
枠
は
沖
縄
県
よ
り
授
業
料
・

生
活
費
が
貸
与
さ
れ
、卒
業
後
、一
定

期
間
を
県
が
指
定
す
る
医
療
機
関
な

ど
に
勤
務
す
る
と
返
還
が
免
除
さ
れ

る
制
度
だ
。

 

「
地
域
枠
で
入
学
し
た
の
は
金
銭
面

の
援
助
が
一
番
大
き
な
理
由
で
す
が
、

生
ま
れ
育
っ
た
沖
縄
が
大
好
き
な
の

で
、医
師
に
な
っ
て
も
県
外
に
出
る
こ

と
は
全
く
考
え
て
な
く
、沖
縄
の
地

域
医
療
に
貢
献
で
き
る
制
度
だ
っ
た
こ

と
も
大
き
な
理
由
で
す
」

　

大
学
卒
業
後
、當
銘
先
生
は
琉
球

大
学
医
学
部
附
属
病
院
（
以
降
、
琉

大
）
で
初
期
臨
床
研
修
を
行
う
。
第

三
内
科
の
神
経
内
科
を
回
っ
た
際
、

患
者
さ
ん
と
じ
っ
く
り
話
を
し
な
が
ら

問
診
し
て
い
く
楽
し
さ
を
経
験
し
、

研
修
修
了
後
は
神
経
内
科
医
を
目
指

す
た
め
、
琉
大
の
第
三
内
科
（
循
環

器
・
腎
臓
・
神
経
内
科
学
）
に
入
局

し
た
。
現
在
は
地
域
枠
の
義
務
に
よ

り
2
年
間
の
予
定
で
県
立
宮
古
病
院

の
内
科
に
赴
任
し
、
神
経
内
科
は
も

ち
ろ
ん
、
総
合
内
科
の
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
幅
広
い
疾
患
を
診
て
い
る
。

 

「
大
学
の
医
局
か
ら
来
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
神
経
内
科
の
患
者
さ
ん
を
た

く
さ
ん
紹
介
し
て
も
ら
う
の
で
す
が
、

診
断
か
ら
検
査
、
治
療
、
そ
の
後
の

フ
ォ
ロ
ー
ま
で
経
験
で
き
る
の
は
、も

の
す
ご
く
良
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
な
っ

て
い
ま
す
。そ
れ
に
加
え
て
総
合
内
科

の
医
師
と
し
て
幅
広
い
疾
患
も
診
る

環
境
は
、間
違
い
な
く
医
師
と
し
て
の

大
き
な
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
」ど

ん
な
患
者
さ
ん
に
も

利
益
を
も
た
ら
す
医
師
へ

●

　

県
立
宮
古
病
院
の
患
者
は
、
神

経
内
科
と
し
て
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

な
ど
の
神
経
変
性
疾
患
が
多
く
、

内
科
と
し
て
は
生
活
習
慣
病
や
脳

血
管
疾
患
が
多
い
と
い
う
。
當
銘
先

生
は
医
師
に
な
っ
て
ま
だ
4
年
目
。

勉
強
中
で
あ
る
神
経
内
科
を
任
さ

れ
る
こ
と
や
、
総
合
内
科
医
と
し
て

幅
広
い
診
療
に
携
わ
る
こ
と
に
不

安
も
あ
る
だ
ろ
う
。

 

「
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
調

べ
れ
ば
い
い
で
す
し
、
電
話
で
聞
く

こ
と
も
で
き
る
。
そ
れ
と
月
に
一

回
、
専
門
医
の
先
生
が
医
局
か
ら

応
援
医
師
と
し
て
来
ら
れ
た
際
に

相
談
で
き
る
の
で
大
丈
夫
で
す
。

確
か
に
不
安
は
あ
り
ま
し
た
が
、い

ろ
ん
な
患
者
さ
ん
を
診
る
こ
と
で

医
師
と
し
て
動
じ
な
く
な
り
ま
し

た
ね
」
と
、
當
銘
先
生
は
笑
う
。

日
々
、
成
長
を
実
感
し
、
医
師
と

し
て
の
自
信
も
少
し
ず
つ
得
て
い

る
証
だ
。

　

地
域
枠
出
身
の
医
師
は
地
域
医

医師としての大きな土台を築く
地域枠の多彩で幅広い経験は
医師人生で大きなメリットとなる
沖縄県立宮古病院
内科（総合内科） 當銘 大吾郎 先生
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Tomomasa Wakugawa

出 身 地：沖縄県那覇市
出身大学：琉球大学医学部
　　　　  （2013年卒）
琉球大学医学部卒業後、那覇市立病
院にて初期臨床研修、後期研修（内
科）。内科認定医を取得後、医師5年目
で沖縄県立宮古病院に赴任。2019年
に総合内科専門医を取得。現在、家庭
医療専門医の取得に向けて研鑽中。

り
な
い
と
思
い
ま
す
」

　

こ
う
し
た
環
境
で
の
経
験
は
医
師

と
し
て
の
自
信
も
獲
得
す
る
こ
と
が

で
き
、そ
の
自
信
は
冷
静
な
判
断
力

や
対
応
力
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。

 

「
い
ろ
ん
な
患
者
さ
ん
を
診
る
の
で
結

構
タ
フ
に
な
る
ん
で
す
よ
ね
」
と
、湧

川
先
生
は
笑
顔
を
見
せ
る
。

　

2
0
1
9
年
に
総
合
内
科
専
門
医

を
取
得
し
、
2
0
2
0
年
に
は
家
庭

医
療
専
門
医
試
験
を
受
け
る
予
定

だ
。湧
川
先
生
は
家
庭
医
に
な
る
と
い

う
目
標
に
向
け
て
着
実
に
歩
を
進
め

て
い
る
。

　

座
右
の
銘 

は〝
負
け
じ
魂
〞。
命

を
扱
う
医
師
と
い
う
仕
事
は
体
力
的

に
も
精
神
的
に
も
過
酷
な
場
面
に

必
ず
遭
遇
す
る
。
自
分
自
身
に
負
け

て
し
ま
え
ば
、
患
者
を
救
う
こ
と
は

で
き
な
い
。
湧
川
先
生
は〝
負
け
じ

魂
〞を
胸
に
、ど
ん
な
病
気
や
ど
ん
な

状
況
に
あ
っ
て
も
、患
者
を
救
う
た
め

に
ひ
る
む
こ
と
な
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
く
。

 

「
ず
っ
と
病
院
に
い
る
と
忘
れ
て
し
ま

い
が
ち
で
す
が
、一
歩
外
に
出
る
と
宮

古
島
が
ど
れ
ほ
ど
美
し
く
て
素
晴
ら

し
い
場
所
な
の
か
と
い
う
こ
と
が
も
の

す
ご
く
わ
か
っ
て
、感
動
す
る
ん
で
す

よ
ね
」
と
、湧
川
先
生
は
微
笑
む
。

　

医
師
と
し
て
着
実
に
成
長
し
な
が

ら
、南
国
の
美
し
い
島
で
暮
ら
す
。そ

ん
な
贅
沢
な
医
師
生
活
も
、な
か
な

か
経
験
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
沖
縄
の

医
療
な
ら
で
は
だ
。

人
そ
の
も
の
を
診
る
医
師
に
憧
れ

家
庭
医
の
道
に
進
む

●

　

石
垣
島
に
住
ん
で
い
た
幼
い
こ
ろ
、

近
所
の
オ
ジ
ィ
が
義
足
で
、
そ
の
足

を
元
通
り
に
治
し
た
い
と
強
く
思
っ

た
こ
と
で
医
師
を
目
指
し
た
湧
川
朝

雅
先
生
。
琉
球
大
学
医
学
部
に
進
学

し
、
1
年
生
の
夏
に「
沖
縄
県
医
師

修
学
資
金
」
が
あ
る
こ
と
を
先
輩
か

ら
聞
い
た
。こ
の
修
学
資
金
は
、
医
師

不
足
に
あ
る
離
島
や
北
部
地
域
な
ど

で
の
勤
務
を
希
望
す
る
医
学
部
生
の

奨
学
金
で
あ
り
、
指
定
医
療
機
関
で

一
定
期
間
勤
務
し
た
場
合
は
償
還
が

免
除
さ
れ
る
も
の
だ
。

 

「
石
垣
島
に
住
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
っ

て
離
島
医
療
に
も
の
す
ご
く
興
味
が

あ
り
ま
し
た
し
、
親
の
手
助
け
に
も

な
る
の
で
利
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
離
島
で
働
き
た
い
医
師
に
と
っ
て

嬉
し
い
制
度
で
す
よ
ね
」

　

1
年
生
の
7
月
か
ら
奨
学
金
を

利
用
し
た
湧
川
先
生
の
場
合
、
卒
後

5
〜
10
年
目
の
間
に
、
指
定
医
療
機

関
に
3
年
間
勤
務
す
る
こ
と
で
貸
付

金
の
償
還
が
免
除
さ
れ
る
。

　

湧
川
先
生
は
大
学
を
卒
業
後
、
那

覇
市
立
病
院
に
て
初
期
臨
床
研
修

を
行
い
、
後
期
研
修
で
は
内
科
を
選

択
し
家
庭
医
を
目
指
し
た
。

 

「
家
庭
医
は
病
気
だ
け
で
は
な
く
、

心
理
面
や
社
会
面
か
ら
も
患
者
さ
ん

に
介
入
し
、
人
そ
の
も
の
を
診
ま
す
。

そ
れ
が
で
き
る
医
師
に
憧
れ
、
家
庭

医
の
道
に
進
む
こ
と
に
し
ま
し
た
」

幅
広
い
実
力
を
習
得
し
な
が
ら

美
し
い
島
で
暮
ら
す
と
い
う
贅
沢

●

　

県
立
宮
古
病
院
へ
は
医
師
5
年
目

で
赴
任
し
た
。多
彩
な
疾
患
に
加
え
、

重
症
度
や
緊
急
性
の
高
さ
、さ
ら
に

多
く
の
社
会
的
問
題
を
背
景
に
抱
え

て
い
る
な
ど
、訪
れ
る
患
者
層
と
症
例

は
と
に
か
く
幅
広
い
。結
核
や
1
0
0

万
人
に
一
人
し
か
発
症
し
な
い
ク
ロ

イ
ツ
フ
ェ
ル
ト
・
ヤ
コ
ブ
病
、と
き
に
今

ま
で
聞
い
た
こ
と
の
な
い
病
気
に
遭
遇

す
る
こ
と
も
あ
る
。加
え
て
、外
国
か

ら
の
ク
ル
ー
ズ
船
が
年
間
3
0
0
隻

以
上
寄
港
す
る
た
め
国
際
診
療
も
実

施
し
て
い
る
。

 

「
宮
古
病
院
は
日
本
で
一
番
幅
広

く
多
彩
な
診
療
を
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
し
、
診
断
か
ら
治
療
、
入
院
、そ

し
て
訪
問
診
療
を
し
て
看
取
る
と
い

う
一
連
の
流
れ
を
一
貫
し
て
経
験
で

き
る
環
境
は
、
日
本
全
国
で
も
あ
ま

日本一ともいえる多彩な疾患と
医療の一連の流れを経験
幅広い実力と自信を獲得できる離島医療
沖縄県立宮古病院
内科（総合診療） 湧川 朝雅 先生
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た〝
大
い
な
る
力
に
は
大
い
な
る
責
任

が
伴
う
〞と
い
う
言
葉
だ
。
医
師
に
は

高
い
公
益
性
と
道
徳
性
、そ
し
て
専

門
性
が
求
め
ら
れ
る
。
與
那
覇
先
生

は
後
輩
た
ち
に
医
師
と
し
て
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
背
中
で
み
せ
ら

れ
る
よ
う
、指
導
医
と
い
え
ど
も
常
に

臨
床
の
第
一
線
に
身
を
置
き
、
学
び

続
け
て
い
る
。

 

「
卒
後
20
年
目
く
ら
い
ま
で
は
外
来
、

入
院
、当
直
と
、そ
の
全
て
に
携
わ
る

こ
と
が
で
き
る
医
療
環
境
に
身
を
置

き
、今
と
同
じ
よ
う
に
第
一
線
で
研
鑽

を
積
ん
で
い
た
い
で
す
ね
」

　

自
治
医
科
大
学
の
義
務
年
限
を
終

了
し
、
2
0
2
0
年
か
ら
は
別
の
病

院
へ
の
赴
任
を
予
定
し
て
い
る
が
、與

那
覇
先
生
は「
来
年
も
い
く
ら
か
の

期
間
を
も
ら
っ
て
、宮
古
病
院
へ
応
援

に
来
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

そ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
與
那
覇
先
生

の
指
導
を
受
け
て
き
た
湧
川
朝
雅
先

生
が
大
き
な
笑
顔
を
見
せ
た
。
與
那

覇
先
生
の
背
中
に
は
医
師
と
し
て
の

大
き
な
安
心
と
信
頼
が
宿
っ
て
い
る
。

Tadahiro Yonaha

出 身 地：沖縄県那覇市
出身大学：自治医科大学（2010年卒）

自治医科大学を卒業後、沖縄県立中部
病院にて初期臨床研修医、後期研修（内
科）。2012年より沖縄県立南部医療セ
ンター・こども医療センターに赴任し、附
属の久高診療所や粟国診療所などへ“島
医者”として従事。2018年、沖縄県立宮
古病院に赴任。家庭医療専門医であり、
指導医として後進の育成にも努める。

臨
床
ス
キ
ル
だ
け
で
は
な
く

ノ
ン
テ
ク
ニ
カ
ル
ス
キ
ル
も
習
得

●

　

與
那
覇
忠
博
先
生
は
、
県
立
宮
古

病
院
の
内
科
（
総
合
診
療
医
）
や
外

国
人
診
療
の
支
援
を
行
う
国
際
診
療

室
を
兼
務
し
、さ
ら
に
指
導
医
と
し

て
総
合
診
療
の
専
攻
医
（
後
期
研
修

医
）
教
育
に
も
携
わ
っ
て
い
る
。

 

「
医
師
を
目
指
し
た
の
は
、
心
臓
病

を
抱
え
た
弟
が
専
門
治
療
を
受
け
る

た
め
に
、
福
岡
県
ま
で
通
っ
て
い
た
の

を
な
ん
と
か
し
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
す
。
沖
縄
の
医
師
に
な
っ

て
弟
を
助
け
た
い
。小
学
生
の
頃
か
ら

そ
ん
な
強
い
思
い
を
ず
っ
と
持
ち
続

け
、
沖
縄
の
医
療
に
貢
献
で
き
る
自

治
医
科
大
学
に
進
み
ま
し
た
」

　

卒
業
後
は
県
立
中
部
病
院
で

研
鑽
を
積
み
、家
庭
医
の
道
に
進
む
。

2
0
1
2
年
よ
り
勤
務
し
た
県
立
南

部
医
療
セ
ン
タ
ー
・
こ
ど
も
医
療
セ
ン

タ
ー
で
は
5
年
間
在
籍
し
た
う
ち
の

4
年
間
を
附
属
の
離
島
診
療
所
に
勤

務
。医
師
4
年
目
で〝
島
医
者
〞と
な

り
、一
人
医
師
で
島
民
の
命
を
守
る

と
い
う
重
責
を
担
っ
て
き
た
。自
治
医

大
出
身
者
は
地
域
医
療
に
従
事
す
る

義
務
が
あ
る
。沖
縄
の
地
域
医
療
の

特
徴
は
離
島
医
療
で
あ
り
、小
さ
な

島
の
診
療
所
と
な
れ
ば
一
人
医
師
体

制
で
あ
る
こ
と
も
多
い
。

 

「
医
師
一
人
と
な
れ
ば
、
全
て
の
疾

患
を
自
分
だ
け
で
診
る
必
要
が
あ

り
ま
す
し
、
患
者
さ
ん
の
生
活
背
景

や
島
の
文
化
、
土
地
環
境
を
考
慮

し
た
診
療
も
重
要
に
な
り
ま
す
。
保

健
、
福
祉
、
介
護
な
ど
院
外
の
多
職

種
の
方
と
関
わ
る
機
会
も
多
い
た

め
、
臨
床
ス
キ
ル
だ
け
で
は
な
く
、

ノ
ン
テ
ク
ニ
カ
ル
ス
キ
ル（
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
な
ど

の
能
力
）
の
習
得
も
で
き
ま
す
。
離

島
で
研
鑽
す
る
こ
と
で
、
ど
の
病
院

で
も
活
躍
で
き
る
医
師
と
し
て
の

幅
広
い
実
力
を
獲
得
で
き
る
は
ず
」

と
、
與
那
覇
先
生
は
自
信
の
あ
る

声
で
断
言
す
る
。

大
い
な
る
力
に
は

大
い
な
る
責
任
が
伴
う

●

　

県
立
宮
古
病
院
は
医
師
数
が
少
な

い
た
め
、
指
導
医
で
あ
る
與
那
覇
先

生
も
他
の
医
師
と
同
様
に
、
外
来
、

当
直
と
診
療
の
第
一
線
で
活
躍
し
な

が
ら
、同
時
に
若
手
医
師
の
教
育
、指

導
も
行
っ
て
い
る
。

 

「
指
導
で
心
掛
け
て
い
る
の
は
、
自

分
の
背
中
を
み
せ
、ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と

な
る
こ
と
。
自
分
の
言
動
や
行
動
な

ど
の
立
ち
居
振
る
舞
い
は
、い
い
こ
と

も
悪
い
こ
と
も
全
て
同
僚
や
後
輩
に

伝
わ
っ
て
し
ま
う
。
自
分
の
行
う
診

療
が
正
し
い
の
か
ど
う
か
、
医
師
と
し

て
然
る
べ
き
態
度
で
臨
ん
で
い
る
か
、

そ
の
こ
と
を
常
に
考
え
自
己
研
鑽
に

努
め
て
い
ま
す
」

　

與
那
覇
先
生
の
座
右
の
銘
は
、
映

画
ス
パ
イ
ダ
ー
マ
ン
の
な
か
に
出
て
き

離島医療で研鑽を積むことで
どの病院でも活躍できる
幅広い実力を獲得する
沖縄県立宮古病院
内科（総合診療） 與那覇 忠博 先生
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Hirokuni Sakima

出身地：沖縄県那覇市　出身大学：琉球大学医学部（2003年卒）
専門分野は神経内科、脳卒中。琉球大学医学部を卒業後、同大学の第三内科
（循環器・腎臓・神経内科）に入局。入局一年後、国立病院機構九州医療セン
ターに赴任し、神経内科、脳卒中分野を研鑽する。2007年より琉球大学医学部
附属病院の第三内科。医局長として医局員の教育や指導、キャリア形成のサ
ポートにも携わっている。

て
研
鑽
を
し
て
沖
縄
に
戻
れ
ば
、
私

で
も
何
ら
か
の
役
に
立
て
る
と
思
っ

た
ん
で
す
」

　

九
州
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の
赴
任
は
、

当
初
、医
局
人
事
に
よ
り
1
年
間
の

予
定
だ
っ
た
が
、
2
年
間
延
長
を
し

た
。崎
間
先
生
は
医
師
5
年
目
に
再

び
琉
大
の
第
三
内
科
に
戻
り
、現
在
に

至
る
ま
で
沖
縄
の
神
経
内
科
、脳
卒

中
分
野
の
底
上
げ
に
大
き
く
貢
献
し

て
き
た
。大

き
な
土
台
を
築
き

専
門
医
資
格
を
取
得
す
る

●

　

崎
間
先
生
は
医
局
長
と
し
て
ス
タ
ッ

フ
た
ち
の
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
に
も
携

わ
っ
て
い
る
。第
三
内
科
は
ジ
ェ
ネ
ラ
ル

な
要
素
も
あ
り
地
域
医
療
に
貢
献
す

る
地
域
枠
出
身
の
入
局
者
も
多
く
、

離
島
に
一
人
医
師
と
し
て
赴
任
し
て

も
困
ら
な
い
ス
キ
ル
を
習
得
で
き
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
に
も
努
め
て
い
る
。

　

専
門
医
資
格
の
取
得
は
最
短
で
5

年
。し
か
し
、地
域
枠
出
身
の
医
師
な

ど
は
地
域
医
療
な
ど
に
従
事
す
る
義

務
年
限
が
あ
る
た
め
、取
得
が
遅
れ
る

こ
と
も
あ
る
。こ
れ
に
つ
い
て
崎
間
先

生
は
こ
う
語
っ
た
。

 

「
専
門
医
資
格
の
取
得
が
遅
れ
て

も
、
そ
の
分
、
幅
広
い
知
識
や
技
術

と
い
う
医
師
と
し
て
の
大
き
な
土
台

を
築
い
た
上
で
専
門
医
資
格
を
取

一
冊
の
マ
ン
ガ
が
き
っ
か
け
で

進
む
べ
き
道
を
見
つ
け
る

●

　

崎
間
洋
邦
先
生
が
琉
球
大
学
医
学

部
附
属
病
院（
以
降
、琉
大
）
の
第
三

内
科（
循
環
器
・
腎
臓
・
神
経
内
科
）

に
入
局
し
た
の
は
、ポ
リ
ク
リ
で
腎
臓

内
科
や
透
析
に
興
味
を
も
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
だ
っ
た
。当
時
は
医
局
ス
ト

レ
ー
ト
時
代
。進
路
を
じ
っ
く
り
考
え

る
時
間
は
な
か
っ
た
。2
年
目
に
医
局

人
事
で
九
州
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の
赴
任

が
決
ま
り
、部
屋
を
探
し
に
行
っ
た
帰

り
に
寄
っ
た
書
店
で
、た
ま
た
ま
九
州

医
療
セ
ン
タ
ー
の
脳
血
管
内
科
部
長

で
あ
る
岡
田
靖
先
生
が
監
修
し
た
マ
ン

ガ『
脳
血
管
救
命
セ
ン
タ
ー
物
語
』
を

見
つ
け
、購
入
し
た
。そ
れ
を
き
っ
か
け

に
崎
間
先
生
の
目
指
す
医
療
が
、腎

臓
内
科
か
ら
神
経
内
科
、脳
卒
中
へ
と

変
わ
っ
て
い
く
。

 

「
せ
っ
か
く
九
州
医
療
セ
ン
タ
ー
に

行
く
ん
だ
か
ら
、マ
ン
ガ
で
読
ん
だ

岡
田
靖
先
生
の
脳
血
管
・
神
経
内

科
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し
よ
う
と
思
い

ま
し
た
。
第
一
希
望
で
回
っ
て
、こ
の

領
域
だ
っ
た
ら
自
分
の
力
が
発
揮
で

き
る
の
で
は
と
感
じ
ま
し
た
。
当
時
、

沖
縄
で
は
神
経
内
科
、
脳
卒
中
分

野
は
手
薄
で
あ
り
、こ
こ
で
が
ん
ば
っ

医師人生は長い。目指す道を早くに決める必要はなく
本当にやりたいことを見つけることが大事

琉球大学医学部附属病院 第三内科 医局長
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得
で
き
る
。こ
れ
は
医
師
と
し
て
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
と
思
う
ん
で
す
。
私

は
医
師
10
年
目
で
専
門
医
を
取
得
し

た
の
で
す
が
、そ
れ
は
早
い
方
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。し
か
し
、
そ
こ
か
ら
の
医

師
人
生
は
ま
だ
ま
だ
長
い
の
で
、
そ

の
間
に
学
位
も
と
っ
た
り
、
色
々
で
き

た
の
は
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

目
指
す
道
を
早
く
に
決
め
る
必
要
は

な
く
、い
ろ
ん
な
場
所
を
回
っ
て
い
く

な
か
で
、
本
当
に
や
り
た
い
こ
と
を
見

つ
け
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
」

　

こ
れ
ま
で
医
学
博
士
、脳
卒
中
専

門
医
・
指
導
医
、神
経
内
科
専
門
医
・

指
導
医
、
総
合
内
科
専
門
医
と
、
必

要
な
資
格
は
取
得
し
て
き
た
が
、崎
間

先
生
に
と
っ
て
こ
れ
ら
の
資
格
は
長
い

医
師
人
生
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
。

 

「
次
の
目
標
と
し
て
は
、
沖
縄
県
は

若
中
年
の
男
性
脳
出
血
患
者
が
多

く
、
そ
の
原
因
は
主
に
高
血
圧
に
あ

る
た
め
一
次
予
防
の
啓
発
活
動
に

も
力
を
入
れ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
と
、
神
経
内
科
や
脳
卒
中

分
野
に
進
ん
だ
の
は
、
そ
の
と
き
自

分
が
や
る
べ
き
こ
と
だ
と
思
っ
た
か

ら
。
当
初
目
指
し
て
い
た
腎
臓
内
科

を
諦
め
た
わ
け
で
は
な
く
、こ
れ
か

ら
先
、
そ
の
道
に
進
む
可
能
性
も

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
だ
ま
だ
自

分
の
ピ
ー
ク
は
先
に
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
か
ら
」
と
、
崎
間
先
生
は
目

を
輝
か
せ
た
。

崎間 洋邦 先生

OKINAWA ま と め
医局長の声～地域枠医師特集～
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石
垣
島
で
育
っ
た
上

間
恵
理
子
先
生
は
、
小

学
生
の
こ
ろ
仲
の
良
か
っ

た
友
達
が
足
を
骨
折
し
、

治
療
の
た
め
に
本
島
に

し
ば
ら
く
行
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
に
寂
し
い
思
い
を

し
た
。

は
琉
球
大
学
医
学
部
附
属
病
院（
以

降
、琉
大
）
の
第
一
内
科（
感
染
症
・

呼
吸
器
・
消
化
器
）
に
入
局
。
現
在

は
専
攻
医
2
年
目
と
な
る
。

 

「
第
一
内
科
に
入
局
し
た
の
は
、
初

期
研
修
で
経
験
し
た
内
視
鏡
が
楽

し
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

し
、
内
視
鏡
が
で
き
れ
ば
へ
き
地
医

療
の
場
は
も
ち
ろ
ん
、
将
来
、
子
育

て
を
し
な
が
ら
で
も
沖
縄
の
医
療
に

貢
献
で
き
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
」

　

沖
縄
県
は
屋
根
瓦
方
式
に
よ
る

教
育
に
熱
心
な
地
で
あ
る
。
症
例
に

触
れ
る
機
会
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
患

者
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
べ
る
の
が

沖
縄
の
医
療
の
魅
力
だ
。
な
か
で
も

琉
大
は
専
門
医
や
指
導
医
資
格
を

持
っ
て
い
る
医
師
が
多
く
、
教
育
体

制
も
整
っ
て
い
る
た
め
、
症
例
の
一

つ
ひ
と
つ
を
じ
っ
く
り
学
べ
る
こ
と

が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
現
在
の
第

一
内
科
は
妊
娠
・
子
育
て
中
な
ど

女
性
医
師
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
働
き
方
が
で
き
る
こ
と
も
、
大

き
な
魅
力
で
は
な
い
か
と
上
間
先
生

は
語
る
。

 

「
第
一
内
科
で
は
実
際
に
子
育
て

中
の
複
数
名
の
女
性
医
師
が
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。
妊
娠
・
子
育
て
中

の
支
援
制
度
が
あ
っ
て
も
使
い
づ
ら

い
職
場
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
が
、
第

一
内
科
で
は
あ
り
が
た
い
こ
と
に
男

性
医
師
の
方
々
も
協
力
的
な
雰
囲

気
で
す
」

出 身 地：沖縄県石垣市
出身大学：琉球大学医学部地域枠2期生（2016年卒）
琉球大学医学部（地域枠2期生）を卒業後、社会医療法
人かりゆし会ハートライフ病院にて初期臨床研修。研修修
了後、琉球大学医学部附属病院の第一内科（感染症・呼
吸器・消化器）に入局。現在、卒後4年目の専攻医。

琉球大学医学部附属病院
第一内科 専攻医

INTERVIEW

E r i k o  U e m a

先生上間 恵理子
教育熱心で指導体制も充実
女性医師も働きやすい環境

 

「
な
ぜ
石
垣
島
で
治
療
が
で
き
な
い

ん
だ
ろ
う
と
、
医
療
に
地
域
格
差
が

あ
る
こ
と
を
小
さ
い
な
が
ら
に
感
じ

て
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で

離
島
や
地
域
に
貢
献
で
き
る
医
師

を
目
指
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

上
間
先
生
は
琉
球
大
学
医
学
部
の

地
域
枠
2
期
生
と
し
て
入
学
し
、
卒

業
後
は
ハ
ー
ト
ラ
イ
フ
病
院
に
て
初
期

臨
床
研
修
を
行
っ
た
。
研
修
修
了
後

Residents Story
OKINAWA

沖縄の研修医の話
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石
垣
島
で
育
っ
た
上

間
恵
理
子
先
生
は
、
小

学
生
の
こ
ろ
仲
の
良
か
っ

た
友
達
が
足
を
骨
折
し
、

治
療
の
た
め
に
本
島
に

し
ば
ら
く
行
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
に
寂
し
い
思
い
を

し
た
。

沖縄の研修医の話

どんな場所でも格差のない医療を

どんな患者さんであっても

最適な医療を提供できる医師に
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は
琉
球
大
学
医
学
部
附
属
病
院（
以

降
、琉
大
）
の
第
一
内
科（
感
染
症
・

呼
吸
器
・
消
化
器
）
に
入
局
。
現
在

は
専
攻
医
2
年
目
と
な
る
。

 

「
第
一
内
科
に
入
局
し
た
の
は
、
初

期
研
修
で
経
験
し
た
内
視
鏡
が
楽

し
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

し
、
内
視
鏡
が
で
き
れ
ば
へ
き
地
医

療
の
場
は
も
ち
ろ
ん
、
将
来
、
子
育

て
を
し
な
が
ら
で
も
沖
縄
の
医
療
に

貢
献
で
き
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
」

　

沖
縄
県
は
屋
根
瓦
方
式
に
よ
る

教
育
に
熱
心
な
地
で
あ
る
。
症
例
に

触
れ
る
機
会
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
患

者
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
べ
る
の
が

沖
縄
の
医
療
の
魅
力
だ
。
な
か
で
も

琉
大
は
専
門
医
や
指
導
医
資
格
を

持
っ
て
い
る
医
師
が
多
く
、
教
育
体

制
も
整
っ
て
い
る
た
め
、
症
例
の
一

つ
ひ
と
つ
を
じ
っ
く
り
学
べ
る
こ
と

が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
現
在
の
第

一
内
科
は
妊
娠
・
子
育
て
中
な
ど

女
性
医
師
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
働
き
方
が
で
き
る
こ
と
も
、
大

き
な
魅
力
で
は
な
い
か
と
上
間
先
生

は
語
る
。

 

「
第
一
内
科
で
は
実
際
に
子
育
て

中
の
複
数
名
の
女
性
医
師
が
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。
妊
娠
・
子
育
て
中

の
支
援
制
度
が
あ
っ
て
も
使
い
づ
ら

い
職
場
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
が
、
第

一
内
科
で
は
あ
り
が
た
い
こ
と
に
男

性
医
師
の
方
々
も
協
力
的
な
雰
囲

気
で
す
」

OKINAWA

 

「
な
ぜ
石
垣
島
で
治
療
が
で
き
な
い

ん
だ
ろ
う
と
、
医
療
に
地
域
格
差
が

あ
る
こ
と
を
小
さ
い
な
が
ら
に
感
じ

て
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で

離
島
や
地
域
に
貢
献
で
き
る
医
師

を
目
指
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

上
間
先
生
は
琉
球
大
学
医
学
部
の

地
域
枠
2
期
生
と
し
て
入
学
し
、
卒

業
後
は
ハ
ー
ト
ラ
イ
フ
病
院
に
て
初
期

臨
床
研
修
を
行
っ
た
。
研
修
修
了
後

　

沖
縄
の
医
療
の
地
域

格
差
を
な
く
し
た
い
と

思
っ
て
医
師
を
志
し
た
上

間
先
生
。「
専
門
性
を
高

め
る
か
、ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト

に
な
る
か
」
の
両
極
端
で

は
な
く
、
内
科
全
般
の

ジ
ェ
ネ
ラ
ル
ベ
ー
ス
の
上

沖縄だからこそ経験できる
貴重な医療がある

に
、
消
化
器
内
科
と
し
て
の
専
門
性

を
有
し
た
医
師
を
目
指
し
て
い
る
。

 

「
内
科
な
の
に
消
化
器
し
か
診
れ
な

い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
琉
大
と
地

域
の
病
院
を
行
き
来
し
な
が
ら
ジ
ェ

ネ
ラ
ル
も
専
門
性
も
高
め
、
ど
ん
な

場
所
で
あ
っ
て
も
で
き
る
限
り
格
差

の
な
い
医
療
を
、
ど
ん
な
患
者
さ
ん

で
あ
っ
て
も
そ
の
方
に
と
っ
て
の
最

適
な
医
療
を
提
供
で
き
る
医
師
に

な
り
た
い
で
す
」

　

沖
縄
の
へ
き
地
や
離
島
医
療
の
現

場
で
は
、
自
分
一
人
で
な
ん
と
か
し

な
い
と
い
け
な
い
場
面
も
多
く
あ
る

が
、
患
者
さ
ん
の
生
活
背
景
ま
で
を

考
慮
し
な
が
ら
、
多
彩
な
症
例
を
豊

富
に
経
験
し
、
幅
広
い
実
力
を
獲
得

で
き
る
の
は
、
島
し
ょ
県
と
い
う
特

殊
な
環
境
に
あ
る
沖
縄
県
な
ら
で

は
の
魅
力
だ
。

 

「
例
え
ば
で
す
が
、
沖
縄
で
は
肝
硬

変
の
原
因
と
し
て
飲
酒
や
脂
肪
肝

な
ど
の
割
合
が
他
県
と
比
べ
高
く
、

薬
剤
で
の
治
療
が
メ
イ
ン
と
な
る
ウ

イ
ル
ス
性
肝
炎
や
、
自
己
免
疫
疾
患

よ
り
も
さ
ら
に
生
活
指
導
が
重
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
環
境
か

ら
、
生
活
背
景
を
考
慮
し
患
者
さ
ん

と
話
を
す
る
こ
と
が
、
沖
縄
で
は
特

に
大
切
だ
と
思
い
ま
す
」

　

診
療
は
、
医
師
で
あ
る
自
分
と
目

の
前
に
い
る
患
者
だ
け
の
世
界
で
は

な
く
、
患
者
の
向
こ
う
に
は
家
族
が

い
て
、
周
り
に
は
看
護
師
を
は
じ
め
と

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
。

一
人
ひ
と
り
の
患
者
に
最
適
な
医
療

を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
関
わ
る
全

て
の
人
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
を
、
上
間
先
生
は
医
師
に

な
っ
て
強
く
感
じ
て
い
る
と
い
う
。

 

「
患
者
さ
ん
に
対
し
て
、
ま
た
関
わ

る
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
対
し
て

も
、
誠
意
を
も
っ
て
対
応
す
る
こ
と

を
心
が
け
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
や

ス
タ
ッ
フ
に
私
達
の
考
え
て
い
る
事

が
伝
わ
る
よ
う
に
、
逆
に
患
者
さ
ん

や
ス
タ
ッ
フ
が
ど
う
考
え
て
い
る
か

が
私
達
に
伝
わ
る
よ
う
に
。
そ
う
す

る
こ
と
で
検
査
や
治
療
な
ど
、
種
々

の
事
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
す
。
誠

心
誠
意
の
姿
勢
が
あ
っ
て
こ
そ
、
一

人
ひ
と
り
に
最
適
な
医
療
が
実
現

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

沖
縄
の
地
で
研
鑽
を
積
む
こ
と

で
、
医
師
と
し
て
の
幅
広
い
実
力
は

も
ち
ろ
ん
、
人
間
と
し
て
も
大
き
く

成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
上
間
先

生
の
力
強
い
言
葉
と
、
医
師
と
し
て

の
凛
と
し
た
姿
勢
と
優
し
い
笑
顔
を

み
て
、
そ
う
確
信
し
た
。
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Hospital Data

Tatsuji Maeshiro　出身地：沖縄県那覇市　出身大学：琉球大学医学部（1996年卒）
専門分野は消化器内科・肝疾患。琉球大学医学部卒業後、琉球大学医学部附属病院第
一内科（感染症・呼吸器・消化器）に入局。浦添総合病院、沖縄県立宮古病院、与那原中
央病院などを経て、2005年から第一内科。2015年より第一内科の医局長。肝疾患診療
相談室の特命講師としても活躍。

一所懸命に学び、進むべき道に悩みぬき
得意分野を見つけること

琉球大学医学部附属病院 第一内科 医局長・特命講師（肝疾患診療相談室）

Residents StoryOKINAWA

琉球大学医学部附属病院
第一内科（感染症・呼吸器・消化器）
〒903-0215
沖縄県中頭郡西原町字上原207
TEL：098-895-1144
http://www.ryukyu-med1.com/index.jsp

沖縄の研修医の話

ま と め

医
師
へ
と
成
長
で
き
る
環
境
が
第
一
内

科
に
は
あ
る
と
前
城
先
生
は
言
う
。

　

第
一
内
科
に
は
関
連
病
院
が
多

く
、医
師
と
し
て
大
学
病
院
の
高
度

な
専
門
性
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、関
連

病
院
に
出
て
コ
モ
ン
デ
ィ
ジ
ー
ズ
を
経

験
す
る
こ
と
で
幅
広
い
ス
キ
ル
を
習
得

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

「
専
門
医
取
得
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

高
度
先
進
医
療
や
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
ル

テ
ィ
領
域
も
じ
っ
く
り
深
く
経
験
で
き

る
。さ
ら
に
関
連
病
院
に
出
て
コ
モ
ン

デ
ィ
ジ
ー
ズ
や
内
視
鏡
な
ど
の
経
験
を

積
む
こ
と
で
、
医
師
と
し
て
の
幅
は

ぐ
っ
と
広
が
り
ま
す
」

真
の
学
び
を
得
ら
れ
る
の
は

患
者
さ
ん
か
ら
で
あ
る

●

　

琉
大
で
の
研
鑽
は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
マ

イ
ン
ド
を
習
得
で
き
る
こ
と
も
大
き
な

魅
力
で
あ
り
、そ
れ
は
長
い
医
師
人
生

に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
だ
と
前
城
先
生

は
言
う
。

 

「
何
ら
か
の
自
分
の
得
意
分
野
を
見

つ
け
て
研
究
を
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

得
意
分
野
が
あ
る
こ
と
で
長
い
医
師

人
生
に
お
い
て
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

　

前
城
先
生
の
得
意
分
野
は
肝
疾
患

で
あ
り
、肝
疾
患
診
療
連
携
拠
点
病

院
の
責
任
者
で
も
あ
る
。沖
縄
県
は

飲
酒
に
よ
る
肝
疾
患
が
非
常
に
多
く
、

医
療
は
ま
さ
し
く

人
間
万
事
塞
翁
が
馬

●

 

「
私
の
好
き
な
言
葉
に
、〝
人
間
万
事

塞
翁
が
馬
〞が
あ
り
ま
す
。
世
の
中
、

何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
で
す
か
ら
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
し
っ
か
り
対
応
で

き
る
よ
う
に
準
備
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
。医
療
の
世
界
が
正
に
そ
う
で
、患

者
さ
ん
に
何
が
起
こ
っ
て
も
対
応
で
き

る
よ
う
、医
師
は
幅
広
い
ス
キ
ル
と
心

の
余
裕
を
も
っ
て
お
く
こ
と
が
大
事
。

若
い
先
生
た
ち
に
は
、先
輩
の
成
功
談

で
は
な
く
失
敗
談
を
ぜ
ひ
聞
い
て
ほ
し

い
で
す
ね
。そ
の
失
敗
に
ど
の
よ
う
な

対
応
を
し
た
の
か
が
重
要
な
ん
で
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
、琉
球
大
学
医
学
部

附
属
病
院（
以
降
、琉
大
）
第
一
内
科

の
医
局
長
で
あ
る
前
城
達
次
先
生
だ
。

医
療
の
現
場
で
は
何
が
起
こ
る
か
わ
か

ら
な
い
た
め
、い
ざ
と
い
う
と
き
に
も
余

裕
を
も
っ
て
対
処
で
き
る
幅
広
い
ス
キ

ル
を
習
得
し
て
お
く
こ
と
が
、安
全
で

信
頼
で
き
る
医
療
に
繋
が
る
。そ
ん
な

そ
れ
が
原
因
で
幼
い
子
ど
も
を
残
し
て

亡
く
な
る
若
い
母
親
も
多
く
い
る
。前

城
先
生
は「
肝
疾
患
診
療
相
談
室
」

の
特
命
講
師
と
し
て
、肝
炎
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
や
多
職
種
と
共
に
、住
民
向

け
の
講
義
や
勉
強
会
を
実
施
す
る
な

ど
、沖
縄
の
肝
疾
患
診
療
の
底
上
げ

に
も
努
め
て
い
る
。

　

前
城
先
生
が
医
師
に
な
っ
た
当
時

は
医
局
ス
ト
レ
ー
ト
時
代
で
あ
り
、進

路
に
悩
む
時
間
は
な
か
っ
た
。医
師
の

教
育
環
境
は
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、

「
10
頑
張
っ
た
う
ち
9
は
無
駄
だ
っ
た
」

と
昔
を
振
り
返
っ
て
大
き
く
笑
う
。し

か
し
、
現
在
で
は
効
率
的
な
学
び
や

最
短
で
資
格
取
得
を
目
指
す
こ
と
が

主
流
だ
。
講
習
会
や
勉
強
会
も
豊
富

に
あ
り
、よ
り
効
果
的
な
勉
強
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。前
城
先
生
は
若
手

医
師
た
ち
に
こ
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

る
。

 

「
そ
う
し
た
環
境
を
無
駄
に
し
な
い
よ

う
一
所
懸
命
学
ん
で
ほ
し
い
と
同
時

に
、医
師
と
し
て
真
の
学
び
を
得
ら
れ

る
の
は
患
者
さ
ん
か
ら
だ
と
い
う
こ
と

に
自
覚
を
も
ち
、患
者
さ
ん
の
気
持
ち

を
大
切
に
し
た
医
療
を
実
践
し
て
く

だ
さ
い
。そ
し
て
、今
は
初
期
研
修
と

い
う
進
路
に
悩
む
こ
と
が
で
き
る
2
年

間
が
あ
る
。だ
か
ら
こ
そ
悩
ん
で
悩
み

ぬ
い
て
、し
っ
か
り
自
分
の
責
任
を
も
っ

て
進
む
べ
き
道
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
で

す
ね
」

前城 達次先生

医局長の声
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「Muru Uchina（ムルウチナー）」第8号をお届けしましたが、いかがでしたでしょうか。

沖縄県地域医療支援センターは医師の地域偏在解消を目的とする組織です。

この冊子で少しでも私たちの想いをお伝えすることができれば幸いです。

ご意見・ご感想などお待ちしております。
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